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第 4 章 平成 18 年度シンポジウム報告 fCSR 活動としての企業が行なう環境教育支援J

第 4 章平成 18 年（2006 ）度シンポジウム報告

「CSR 活動としての企業が行なう環境教育支援j

平成 18 年度千代田学に関する調査研究の成果の一環として、千代田区及び千代田区教

育委員会より協賛を得て、法政大学地域研究センターの主催によるシンポジウムが、 rcsR
活動としての企業が行なう環境教育支援J のテーマの下に、法政大学市ヶ谷キャンパスの

ボアソナードタワースカイホールにて平成 19 年 3 月 16 日に開催された。

シンポジウムの第 1 部は、平成 16 年から 3 年間にわたる千代田学プロジェクトを総括

し、第 2 部は、藤川大祐千葉大学教育学部助教授が、「企業が行なう環境教育の意義と課

題j のテーマで基調講演を行なった。第 3 部は、平成 18 年度千代田学で行なった環境教

育の二つに実践事例報告であり、第 4 部は「企業が行なう環境教育の実践と課題j につい

てのパネルディスカッションを実施した。

シンポジウム開催に先立ち、法政大学地域研究センタ一所長永井 進が主催者を代表し

て開会の挨拶を行なった。

皆さん、こんにちは。本日は年度末のご多用中のところ法政大学地域研究センター、千

代田学プロジェクトシンポジウムにご参加いただきまして、誠にありがとうございます。

ご案内のように地域研究センターは、大学がもっている研究教育の資源を社会貢献及び

地域貢献のために利用したいということでつくられた組織であります。地域における支援

及びまちづくり、あるいは相互支援等々のことを目的にいたしましてつくられた組織であ

ります。毎年のように、ちょっとここに出ておりましたけれども、まちづくりのシンポジ

ウムを、一昨年は鹿児島県大口市におきまして、昨年は夏に長野県の原村で行いました。

あるいは、いろいろなことをやっておりまして、つい先ごろですけれども、地域で研究

を行っている人たちを表彰するというような制度も設けておりますし、自治体の中で非常

にイノベーティブな政策を行っている自治体をお呼びいたしまして表彰する。先日も北海

道、あるいは九州の方がお見えになったりしまして、そういうことをやっているところで

あります。あるいは、産業のクラスターがどのように形成されているかということに関連

しまして研究を行いながら、国際シンポジウム等をやっております口

本日は千代田学プロジェクトということで、平成 16 年度から 3 年間にわたりましたプ

ロジェクトの総括を行いたいということで、このような催し物をさせていただきました。

もう既にご案内のとおりですけれども、平成 16 年度に千代田区からご支援いただきまし

て、千代田区に立地いたします主要企業の環境意識や行動調査のアンケートを行ったとこ

ろから始まりました。平成 17 年度におきまして千代田区に立地する、特に本社をもって

いる大企業ですけれども、環境教育支援のあり方について考える。また環境教育を受け入

れる学校側の状況はどういうものであるかということで、シーズとニーズをマッチングす

るというのがこのプロジェクトのテーマになりまして、昨年度、その成果を受けまして九
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段の中等学校におきまして、また昌平幼稚園におきまして実践のプログラムを展開したと

いうところであります。

昨年の夏でしたけれども、私も九段中等教育学校に参りまして壁新聞づくりをみてまい

りましたが、中学生の皆さんのアイデアがあふれで、環境教育というのは新しい、相当大

きな発想、の転換といいましょうか、そういうものが必要だなと忠われるわけです U

例えば、そこに壁新聞がありますけれども、作っているのをみて驚いたのは車の屋恨に、

屋上緑化ではなくて車の上を緑化しようとか、非常におもしろいアイデアが出ていまして、

これはある意味では非常に文明が進んだ世の中に、どういう自然環境を取り戻すというよ

うな相当ポストモダン的な発怨ができる、これからの時代の人たちが育たなければならな

い。そういうことが非常に重要なのだなということをつくづく感じた次第であります。

おかげさまをもちまして、九段中等教育学校の壁新聞が全国のコンクールにおいて優秀

賞になったということのようでありまして、うちの学生が多少お手伝いをさせていただき

ましたけれども、そういうこともありまして協力できたのかなということで、大学として

も非常にいい企画が千代田区とともにできた。もちろん関係機関の皆様にもご協力いただ

いた上でできたわけで、大学としても非常によかったなというところであります。

きょうもまた環境教育のご専門の先生々が、また各 NPO のH が来られておりますけれ

ども、これからの時代、 NPO のコーディネーター役といいますか、マッチング役といいま

すか、そういうことの役割も非常に問われているなということを認識しておりまして、今

同の問題を通じて法政大学でもぜひ NPO の守ち上げを考えて、今後の環境教育のあり方

についてもっと突っ込んで検討していきたいと思っております。

本日は有意義なセミナーになることを祈念いたしまして、また関係各位の法政大学への

ご協力、ご支援をお願いしまして、シンポジウム開会のあいさつとさせていただきます。

どうもありがとうございました（拍手） n 

本シンポジウムは平日にも係わらず、多数の企業関係者や大学生、大学院生などの参加

があった。また、シンポジウム終了後の交流会でも、本口のテーマに関して参加者の問で

最後まで熱心にさまざまな議論が取り交わされた。

本章第 1 節は、平成 18 (2006 ）年度の千代田学の調査研究報告を収載した。第 2 節は、

千葉大学教育学部藤川大祐助教授に「企業が行なう環境教育の意義と課題J と題して基調

講演の逐語録である。第 3 節は、企業と学校の連携で行なわれた環境教育の事例を報告す

るn 第 4 節は「企業が行なう環境教育の実践と課題j と題して、企業が行なう環境教育の

実践においてわが国で先駆的に活躍されている環境教育関係者 4 名にパネルデ、イスカッシ

ョンをお願いした。第 5 節は、当日のアンケート調査の集計結果の報告である。最後の第

6 節は、千代田区環境十木部 山崎芳明部長のご挨拶を収録した。
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第 1 節 平成 18 年度千代同学報告

ただいまご紹介いただきました地域研究センターの山田でございます。

これから、平成 18 年度の千代田学のご報告をさせていただきたいと思いますり本

プロジェクトに対しまして、 3 年間にわたりまして千代田区さんから助成をいただき

続けさせていただきました。まず、千代田区のご関係の皆様方に御礼申し上げたいと

思います。また、本プロジェクトを行います際にさまざまなアンケート調査及びヒア

リングをさせていただきましたが、千代田区内の多くの企業の皆様や、千代田区の幼

稚園、小学校、そして中学校の先生たちに大変ご協力いただきできましたことについ

て、感謝を申し上げたいと思います。

特に今凶、この後に 2 件の事例報告がございますが、九段中等教育学校の先生方、

昌平幼稚園の先生方には大変お世話になりました。そして本プロジェクトの推進に関

しましては、法政大学の大学生が 3 年間にわたりまして数百名にも上る協力のもとに

完成したものでございます。また環境教育に関して千葉大学教育学部の、本日基調講

演をしていただきます藤川先生や梅田さんには、さまぎまなご助言やご支援をいただ

きました。ここに改めて感謝を申し上げたいと思います。そして事例作成にご協力い

ただきました、三菱地所の関係の皆様方、それから芸術造形研究所の皆様にも改めて

御礼申し上げたいと思います。

それでは、早速、報告に入らせていただきたいと思います。千代田学プロジェクト

は 3 年間にわたりまして調査研究を進めてまいりましたが、 3 年間にわたり一貫した

テーマは、千代田区に立地する上場大手企業の本社自体が千代田区に対してどのよう

な環境活動あるいは CSR 活動を行っているかということの調査研究であります口 そ

れで、 16 年度の千代田学の調査に関しましては 300 社の上場企業さんにアンケート

調査をさせていただきまして、その結果から、図－ 1 に掲げている 2 つの点が判明いた

しました。

図－ 1 平成 16 年度千代田学・報告

平成16 年度千代田学・報告

『千代田区関係主体の環境意識・行動調査と主

体関連携についての研究及び提言j

・千代田区内立地の上場企業の本社を対象に
アンケート調査とヒアリングを実施

．結果は：

⑦千代田区という地域への意識の欠如

②しかし、地域社会への貢献の意欲はある

法議文学歯車厳研究セン者一

-35 ・

（企業の下代田区へむける意識）

第 1 に、上場企業の皆さんの

意識において千代田灰に守地し

ながら、千代田区という地域へ

の意識の欠如ということが明ら

かとなりました。第 2 に、それ

ぞれの企業の皆さん方は地域社

会への貢献の意欲があるという

ことが、また一方で判明したわ

けです。

続く平成 17 年度の千代田学

といたしましては、前年の調査

から企業の数社の皆さん方が、

企業の環境教育支援活動に大変
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第4 章シンポジウム報特

意欲をもっているということがわかりました。そこで、千－成 17 年度は、区内の 8 つ

の小学校の教員の皆さんにアンケート調査をさせていただきました。そして、環境教

育責任者である教頭先生、 8 名の方にヒアリングをさせていただきました。調査の目

的は企業が学校に環境教育を行うということについて、どのようにお考えになってい

るかということでありました U

図－2 平成 17 年度千代田学・報告

『企業の環境教育支援活動に関する調査研究j

・環境教育を支援の意向をもっ企業の存在

・環境教育の支接を期待する学校の存在

ニーズとシーズが存在しても実現していない

その理由はどこにあるのだろうか？

よエ
i第三者機関の不在｜

図－3 平成 18 年度千代田学・報告

・持続可能な社会の構築のための環境教育

・第三者機関の先進事例
NPO 法人企業教育研究会
NPO 法人こども環境活動支援協会

・実践事例報告
千代田区立九段中等教育学校
千代田区立昌平幼稚園

・課題と提言
環境教育の二つの領域
企業の環境教育支媛活動

（企業の環境教育への期待）

そうしますと、学校の先生方

はぜひ企業の支援をいただ、きた

いというような意見が多く寄せ

られました。しかし現実に、千

代田区におきましてはそのよう

な事例は存在しておりません。

なぜかといいますと、ニーズと

シーズがあるにもかかわらず、

それを調整する、あるいはマッ

チングさせる第三者機関が千代

田区には不在であることにより

ます。

（持続可能性の環境教育）

このような 2 年間の調査研究

に基づきまして、平成 18 年度

の研究テーマといたしましては、

1 点目としましては、持続可能

な社会の構築のための環境教育

というのはどのようなものであ

ろうかということ。 2 点といた

しましては、第三；者機関に関す

る先進事例についての調査をい

たしました。具体的には 2 つの

事例について調査研究をいたし

ました口そして、 3 点目は、千代田区内において企業と学校が連携して行う環境教育

の実践事例を 2 例つくるということを掲げました。そしてこれらの 3 つの視点から千

代田区における環境教育の課題、またそれに対する提言、最後には千代田区における

環境行政令般の今後の展望について述べていきたいと考えております。

まず 1 点目の持続可能な社会の構築のための環境教育でありますが、近年、温暖化

など地球環境問題の解決が急務とされております。そこで国の内外ではさまざまな対

策が講じられておりますが、その中で特に環境教育の充実がにわかに注目を集めてお

ります。 21 世紀に入りまして、世界と我が国では環境教育に関して 2 つの重要な政策

が打ち出されまして、それぞれ持続可能な社会の構築のためには環境教育の必要性が
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シンポジウム報告第4 章

重要だと述べられております。また環境教育の担い手は教育関係者のみならず、多く

の主体により行われるべきであるというようにポされております。
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実践事例報告

錦繍擦熱懸 欝額融欄懇鞠臨時楠橋

図－5

自然環境系は、現在で

・千代田区立九段中等教育学校

中学一年生160 名を対象として

実施期間：平成18 年4月から7月（7回）

「千代田区のまちづくりと環境問題」

州 ・千代田区立昌平幼稚園

3才、 4才、 5才児30 名を対象として
実施期間：平成19 年1月から2月（4回）

「水とわたしj
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は環境教育の主流となっております。しかし、人間環境系はほとんど行われていない

というのが現状であります。しかし、企業の行うあらゆる経済行為はすべて環境負荷

を伴い、企業はそれらの過程において、環境負荷削減の努力を日夜にわたり努力し続

けておられます。そうした負荷の実態と、その削減努力などの実態などの企業の経済

行為に関する実情を素材にした人間環境系の環境教育の充実は、持続可能な社会の構

築のためには不可欠なものであるというように認識させていただいております。現在

では、こうした面での環境教育が，.分とはいえない。したがって、こうした分野の環

境教育の充実は今後の大きな課題であるということがし、えると思います。

図－6 企業の環境教育支援活動

.CSR 活動の一環として

次世代の育成

．企業の行なう環境教育の内容

人間環境を支える財とサービスの提供

企業の経済行為は環境負荷要因

企業の本来事業が環境教育の素材

（企業の環境教育への期待）

それでは、実際に企業がどの

ような環境支援活動を行えるか

ということになりますが、先ほ

ど申し上げましたように、 CSR

活動の一環として環境教育によ

る次世代の育成という側面があ

ります。 2 点目としましては、

企業は人間環境を支える材とサ

ービスの提供を行い、それらを

消費することにより私たちの日

常生活が可能となっております。

このような私たちの日常を支え

る企業の経済行為そのものが、すべて環境負荷要因であることは既に申し上げたとお

りであります。その実態を素材として行う環境教育こそが持続可能な社会の構築に最

も必要不可欠な環境教育であり、その担い手はまさに企業ということがいえます。

以上のことを踏まえまして、千代田区の今後の環境政策全般に関する展望を申し上

げますと、兵庫県西宮市に 1 つの先進的な事例がございます。西宮市が支援して成立

した NPO 法人こども環境活動支援協会は、地域社会において企業と学校をつなぎ環

境教育を実現させておりまして、西宮市には NPO 法人 LEAF の活動によって環境教

育を手がかりにして、新しいコミュニティーが生まれようとしております。実際に

LEAF は、地域社会のさまざまな主体を環境教育という活動を通して社会のつなぎ役

を果たしており、現代社会が直面する人類共通の課題である、環境問題の解決の 1 つ

の方策と位置づけられている環境教育が多くの主体の協働のもとに現されています口

こうしたことは、主体問の連携を調整する機能をもっ第三者機関が存在しない限り、

せっかく企業がもっリソースが活用されることはありません。多くの主体の協働こそ

が問題解決の原動力となり、その実現の過程において新たなコミュニティーが出現す

る可能性がみえてきます。その先駆けが西宮市ではなし 1 かと考えられます。

千代田区は、全国で例をみないほど特徴のある地域社会です。例えば昼間の人口は

85 力‘人、夜は 4 力. 5 千人で、地域社会において最もつながりょうのない主体により

構成されているという特徴のある地域です。こうした地域でコミュニティーを構築す

る手がかりとなるのは、環境問題の解決過程に潜んでいるといっても過言ではありま
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せん。人類共通の課題の解決の過程をどのような内容のものにするかによって、千代

同区が最も特色のあるまちづくりが可能となるように思われます。すなわち、それだ

け人‘きなリソースをもった主体がこの地域に集約しているという理由によります。

従いまして、千代田区の重要な課題は第三者機関を設立することにあります。そし

て、ただ単に環境教育のみならず、千代田区が抱える環境問題全般を、第三者機関が

行政、民間、そして大学が協働することによってその解決に各土体がかかわるという

ことが最も大事な課題というように結論づけることができます。

関－7 展望

顎瀬鰻鞠縛鱒繍鰯縛探親機関機鞠幣槻鰯線機関？明

展望

．持続可能な社会の構築のための環境教育

持続可能な社会で企業が果たす役割

・第三者機関が地域社会に及ぼす影響

環境教育が拓く新たなコミュニティの創出

法怠大隼地調血窃~セン~－

. 39 ・
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（千代田学の結論）

したがし、まして、一日も早く

第三者機関を千代田区内に実現

することが、いわば千代田区の

急務であるということを、 3 年

間にわたる調査検討の 1 つの結

論にさせていただきまして、私

の報告をこれで終わらせていた

だきます。 ご清聴、ありがとうご

ざいました（拍手）。
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第 2 節基調講演（逐語録）

本シンポジウムでは千葉大学教育学部藤川大祐助教授に「企業が行なう環境教育の意義と

課題J と題した基調講演をいただいた。

こんにちは。藤川と申します。千葉大学の教育学部の教員をしております。私は教育方

法学という、教え方の研究をしている研究者でございます口ただ、教え方といってもさま

ざまございます。環境教育は従来あまり教科の方で教えられていなかった点で、どのよう

にやろうかということも重要な研究テーマで、ございまして、環境教育ですとか、メディア

についての教育ですとか、キャリア教育、あるいは食育といった分野についても研究をし

ております。

本H は、「企業が行う環境教育．の意義と課題」というテーマで、お話をさせていただきます。

プロフィールは、お手元の資料でお読みいただければありがたいと思います。いろいろ

な分野の授業づくりをしております。宣伝すると『企業とつくる食育』という本も、明日

発売します。

いろいろな企業の方々と一緒に、授業づくりを行っています。先ほどもご紹介いただき

ましたが、 NPO 法人をつくっております。企業教育研究会と申します。後で塩田真吾と

いう副理事長がお話しさせていただきますが、簡単に申しますと、学校と企業と学生の 3

つを、 NPO がつないで、、企業の協力を得た授業づくりを学生の力で進めてし、く活動を行

っております。 5 年ほど活動しており、これまで 100 社くらいの企業さんのご協力をいた

だき、この 1年間だけでも 100 校ぐらいの学校で、それぞれ授業をやらせていただいてお

ります。大変量が多くて、ばたばたとしながらやっております。だれもが教育に貢献する

社会をつくりたいということで、活動をしてまいりました口

宣伝ですが、お手元にある封筒の中に私どもの 2006 年度成果発表会のご案内が入って

います。明日千葉大学で行います。連日で恐縮でございますが、もしご関心をもっていた

だけるようでしたら、食育ですとか、キャリア教育ですとか、さまざまなジャンルについ

てご報告いたします。今日とつなげて出ていただくといろいろなことがよくわかるのでは

ないかと思います。

図－ 1 環境教育の事例 I

. 40 ・

（企業が行なう環境教育）

環境教育という ことであります

が、企業がかかわる環境教育はか

なりふえてまいりました。まず幾

っか事例を押さえて、その上で意

義と課題についてお話を進めてま

いりたいと思います。

まず、これは私どもの企業教育研

究会が当初、 5 年ほど前に実施し
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た実践でございます口後で出てくる塩田が若いころの写真がございますが、自動車会社と

連携して行し、ました。これはダイハツさんにご協力いただいたのですけれども、向動車会

社というと、環境教育ではもうすぐに悪者というようになってしまうのです。しかし私た

ちは自動車をある程度使う社会をつくってきているわけで、これから自動車の使用を止め

ようという，方向で、やってきていないで、すよね。むしろ過疎地などに行きますと、鉄道を止

めて自動車にするという流れになっているわけでございます。そうしますと、自動車が存

在している社会をどのようによりよいものに変えていくかということが、実践的な環境問

題への対応ということになるのだろうと思いますD でも学校では、自動車は良くない、環

境に負荷を与えるという方向になりがちでございました。

そこで、自動車会社はどう考えているのか。あるいは自動車会社の方とともに、これか

らの車のある社会を子どもたちはどう考えるのかということで、環境の授業を行いましたn

具体的には、未来の自動車についての提案を 6年生の子どもたちがいたしまして、それに

対して自動車会社の方に取り組みのご紹介などをいただくということをやりました。これ

は非常におもしろい形でできまして、もっと企業にご協力いただいて環境教育をやりたい

という思いを強くした、我々にとっては非常に意義深い実践でございました。

図－ 2 環境教育の事例 E その後、いろいろな企業さんの

いろいろなことをされています。

その後というか、もっと前から取

り組みがあろうかと思いますが、

例えば、次にご紹介するのはシャ

ープさんのソーラーアカデミーと

いうプロジェクトです。シャープ

という会社は今液晶テレビでかな

り名が売れているわけで、ございま

すが、もう 1 つ、オリジナルな面

で、太陽光パネルというのでしょう

か。太陽光電池、太陽光での発電

というものを大きなプロジェクト

にされていて、さまざまな施設等に大きな太陽電池がつくようになってまいりましたD こ

れはいうまでもなく太陽光を使った発電というのは、太陽電池さえうまく作れれば非常に

エネルギー効率がよい発電であり、またほかの点で環境に負荷を与えない非常に可能性の

あるものでございます。

シャープさんは、この前、伺ったら、 2 年ほど前に学校の先生から太陽電池をつけたの

はいいのだけど、その後、どうやって指導をしていいかわからない口フォローしてくれと

いう連絡を受けたそうなのです口当時は教育についての体制が令く整っていなかったそう

なのですけれども、ご担当の方は、これはし、かん、売るだ、けで、終わってはいけないのだ、

学校をまわってきちんと指導しようというプロジェクトを始めまして、ソーラーアカデミ

ーという名前で太陽電池についての指導をなさるようになりました。もう年間数百校へ行

くということで体制を整えているそうです。担当者もたくさんふやして全国の学校等に回

れるようにしようということのようです。さらに後でふれますが、気象予報士の方々と一
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緒に連携して授業をすることもお考えのようです。

図－ 3 環境教育の事例盟

図－4 環境教育の事例W

それから、東京電力さんなど電

力の会社ですとか、ガスの会社な

どはかなりいろいろなことをやら

れています。これは、ホームペー

ジからコピーさせていただきまし

た。さまざまなことをやられてい

て、私どもも東京電力さんと一緒

に授業をやったことがございます白

今、環境とかエネルギーについ

ても、教育というのは当然やらな

くてはいけないことだろうという

ことで、たくさんやっておりますD

ほかにもいろいろありまして、

私が、直接、間接に伺ったこと、

あるいはホームページでみたこと

などをさ．っと並べたのですが、例

えば三洋電機さんがエネループ。と

いう充電可能な電池を最近発売さ

れていて、これ、ヒ ットしている

のですよねD 従来から充電可能な

電池はあるのですが、非常に使い

勝手がいし、。一回充電すると充電

式でない普通の電池の数倍もっと

か、放置しておいても放電しない

ということで、すごく使い勝手が

いい電池だそうなのですが、この

電池を使った授業で、電池の使い

捨ての問題を考えるということをやられているようです。

それから、さっきちらつといいましたが、気象キャスターネットワークという NPO が

ございまして、 NHK の平井さんという気象予報士の方が中心になってやられているので

すが、地球環境教育をやろうということもされていて、まさにシャープと一緒に、太陽光

の話と気象の話とあわせてやっていくなんてことをお考えのようです。

実際の事業者さん、これも我々、一緒にやらせていただいておりますが、人間と環境

に関する授業などをされている O

東京海上日動さんが、マングロープと制服というのは子供たちが着る制服のエコサイク

ルをテーマにしたものをやっているなんていうのをみつけました。とれは直接知りません

が、こんなものもある。
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（企業が行なう環境教育の意義）

図－5 企業が関わる環境教育の意義

企業が関わる環境教育の意義

・「見えにくいjものを「見えるJようにする（教材の
提供）

・環境問題に取り組む「共同休Jの姿を見せる（特
に、未解決の問題に取り組む姿を見せる）

・社会に貢献することが当然であること、多様な生
き方があることを示す（「利他的な夢」につなげる
キャリア教育）

・子どもたちを共同体の「新参者」として迎え入れ
る（CSR の柱としての次世代育．）

ー・子どもに配慮した環境づくりを、子どもとともに考 ・－－・I
~：－.一一二一える〔脱Iコアスト風土J）、 二；.. ~：＿：＿－－－~~·. －、 .:: 1 

e二九•. ,i :5::ii.:t ；：；：京臨：陸部五五三~2お控室七実績詩書控室空言主主整率室哲腎7言型的;$i去援盆選型

ここから意義という話になるわ

けでございますが、企業がかかわ

る環境教育にどうし、う意義がある

のだろうか。これはさまざまある

わけでございます。あくまでも、

私は教育の立場から申し上げます。

企業の立場からは、また別の方が

話してくださると思いますが、教

育の立場でいいますと、何といっ

ても、まず教材を提供してやられ

るということはとても大きいです。

いいにくいものがありますロ例え

ば、地球環境なんていってもよくわからないということがあります。そういうものにかか

わる取り組みとして、例えば発電というのはこのようにやるのだとか、こんな測定をする

のだとか、いろいろなものをみせていただけるとか、あるいはグラフィックスなどでわか

りやすく示していただくというのは、企業にとっては非常にお得意なところがあります。

そうしづ教材を提供していただけるということはありがたいわけです。

ただ、それはもう当たり前なのですけれども、もっと重要なことは 2 番目に書きました、

環境問題に取り組む共同体の姿をみせるということかと思います。学校で環境教育を、学

校の先生だ、けでやっていますと、では一体、だれが環境の問題に取り組んでいるのかよく

わからないのですよね。了－どもたちがその辺を歩いていても、環境のことに取り組んでい

る人というのは、せいぜいボランティアで廃品回収をしているとか、そういう人ぐらいは

わかるのですが、もうちょっと地球環涜につながるいろいろなことがあるはずなのですけ

れども、そういうものってみえにくいですよね。そうしますと、学校の先生がただ環境は

大事ですよという話をしても、ちょっと速い話に感じられると思うのです。そうではなく

て、実際にこういう方が、こういう取り組みをしていますなんでいうことがあって、そう

いう方と対話ができるということになりますと、ああ、なるほど、こういう方々が、こう

いう取り組みをしているのか、では、自分たちはイロjができるだろうか。あるいは自分たち

も将来、そういう中に入っていけるのだろうかなんでいうことで、非常に近く感じられま

すよね。教育をやっていく上で大きな課題というのは、遠いものをどうやって近くに感じ

させるかということがあるわけでございますが、近くに感じられるということが大きし、か

なと思います。もうちょっと具体的な話は後でいたします口

それから、もう少し一般化していいますと 3 番目に書きましたが、今の子どもたちって

受験勉強なんかする子は、何か自分だけいい学校へ入って、自分だけいい就職をして、自

分だけ金もうけをしようという発想がどうもあるのですよね。これは子どもというよりは、

親の側に問題があるのかなと思います。つまり、親御さんたちが自分のお子さんに勉強し

ろというときに、あなたの将来の幸せのために今は頑張りなさいというメッセージを発す

るのですよね。しかし勉強というのは、果たして自分だけのためにやるものかと考えなく

てはいけないと思います。特に高校ぐらいならまだしも、大学などに行って専門的に何か
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を学んだ人が、学んだことを自分のためにしか生かさないのだ、ったら、それはもうもった

いないというか、社会的に許しがたいことですよね。大学というのが社会にあるのは、い

ろいろな研究教育をして世の中をよくするということが必ずあるはずでありまして、学ん

だことは社会に返すのは当たり前だと私は考えますし、多くの方が、ああ、そういわれれ

ばそうだというようにおっしゃると思います。

ところが、大学生になってからそんなことをいっても遅いという面があります。幼いう

ちから学んだことは社会に返して当たり前なのだ、そして働くということは社会に頁献す

ることでもあるのだということを、子どもたちに志識づけなくてはいけないはずですよね。

これは我々、利他的な夢、世のため、人のためになるような夢、という言い方をしていま

して、そういう夢を描けるようなキャリア教育、働くことについての教育を展開したいと

思っているのです口

環境教育とキャリア教育というのは、重なる部分があると思います。さまざまな企業の

方が環境への取り組みをして、社会に貢献しようとしている。その部分をしっかりみせて

いただいて、学んだこと、研究したこと、仕事で明らかになったこと。こういうことを社

会に生かすのが当たり前なのですよということを、子どもに知ってもらう必要がある。恐

らく、こういうことは子どもの一般的な学ぶ意欲につながるともいえるわけですロ世のた

め、人のためになるように自分も頑張って勉強しなくてはという意欲につながります。自

分のためだと思うと、くじけやすいですよね。自分さえよければいいなんて思っています

と、自分が大変だからやめてもいいだろうということで、実際、自分のことしか考えない

でふらふらしている人もいるような気がしますよね。

4 つ目なのですが、これは CSR の柱として次世代育成というものを企業の皆さんにや

っていただきたいという教育の側からの願いを書いたのですけれども、これから子供たち

が社会の中にメンバーとして入ってし、かなくてはいけないわけですD 入りにくい若者が多

いので、若者の就労問題というものが今指摘されていますよね。ニートが多いという問題

であります。早いうちから子どもに、将来、きちんと社会のメンバーになっていって、社

会を支えていくのですょとしづ意識をもっていただきたい。そのためには小学生、中学生

のうちから、もうあなたは社会の中の新参者、新しいメンバーなのですよという意識をも

っていただきたい。そういう意識を育てるのが次世代育成の柱になるのではなし、かなと思

います。

それから、 5 番円に書いたのは地域環境の問題なのですけれども、今、ファスト風土社

会という言い方があります。これは『下流社会』という本を書いた三浦展さんという方の

言い方なのですけれども、郊外です。ここは都市ですからちょっと違いますが、郊外の風

景がどこも画一化しているという指摘を二浦さんはされています。どういうことかという

と、個性のあった駅前商店街などが廃れて、街道沿いに全国どこでもあるような大きなシ

ョッピングセンターが建って、その隣にガソリンスタンドか何かがあったり、パチンコ屋

さんがあったりと、車で行けるような大きな施設が詠んでいる。その隣には田んぼ、畑が

広がっているというのが日本各地の共通の風景になっている。そういうものをファスト風

土というようにいっているのです。

何が問題かといいますと、車で場Jくことが前提になっている社会ですから大人には便利

かもしれませんけれども、車の運転ができない子どもにとっては何もできない社会なので

す。しかも、どこでも風景が同じですから、自分のふるさとに愛着がもちにくいわけでご
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ざいます。そういう社会の中で、子どもたちを育てていいのかという問題提起がなされて

いるわけです。これも非常に重要な問題だと思っておりまして、特にショッピングセンタ

ーの会社ですとか、自動車関係の会社ですとか、そういう方々には日本各地の地域づくり

についても、社会的な責任を負っていただく必要があるのではなし、かということがござい

ます。個件があって郷十．に愛着がもてるような地域をつくっていくということで、環境の

問題として考えてし、く必要があるのではなし、かと思います。このようにいろいろなことを

やる可能性があったり、実際にやられていたりということでさまざまな意義が考えられま

すD

（正統的周辺参加論）

図－6 環境教育と正統的周辺参加論

それで、ちょっと理屈を申しま

す。学習理論で正統的周辺参加論

という理論がございます。これは

学校での学びというのは特殊な学

びではなし、かとしづ発怨で、職人

さんですとか、芸事をしている人

の苧ぴ方から出てきた部分なので

す。職人さんというのは、弟子入

りしまして師匠のお世話ばかりし

てなかなか木質的な仕事はできな

いですよね。何でもいいです。大

工さんとか、料理の職人さんとか

考えていただくといいのですが、例えば皿洗し、から料理の修業が始まって、メニューに出

るようなものをつくるには 10 年かかるといいますよね。その 10 年は何なのかということ

なのですけれども、最初はお手伝いをしていて、そのお店の活動だったり、会社の活動だ

ったり周辺から参加はしているのですが、あくまでも周辺であって、そこで、その場で何

が起こっているか、師匠や先輩はどのように振る舞っているかをみて、体で学んでいくと

いうことがあるわけです。そういうことを一定の期間、積み上げていく中で徐々に中心的

な役割を担っていく D こういうものが学びなのだというモデルでございます。

もちろんこれだけで全部説明できるとは思えないのですが、環境の問題について、この

モデルで考えるといろいろ示唆があるのではなし、かと思います。つまり、環境の問題でも

達人のような方がいますよね。環境の問題に最前線で取り組んでおられる企業の方ですと

か、行政の方ですとか、 NPO の方がいらっしゃるわけです。そういう方々がいて、ある

いはそこまで環境の最前線にいないけれども、環境に気を使って生活しているとか、環境

について学んでいる大学牛‘とか、いろいろな人がいる。そのまた外側に子どもたちがいる

と考えますと、子どもたちが大学生の姿をみたり、あるいはもっと最前線の方の姿をみた

りして、自分も将来、徐々にその中心に行くのだというイメージをもっということが重要

な学習であり、またここへ行くための学習がみえやすいのではなし、かと思うわけです口
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（環境に貢献する大人たちの共同体とは）

図－ 7 環境に員－献する大人たちの共同体とは？

「環境に貢献する大人たちの共同体jとは？

・次世代iこ「ツケjをまわさないという発想｛世代間
平等の考え方）

・「昔はよかったJという懐古主義に陥らす、「持続
可能な社会jを目指す

・クリテイカル・シンキングL批判的思考）を実践す
る

・「全か無かjで絶望するのでなく、でさることを行
う現実主義

ー非協力者の告発でなく、協力を得やすいしくみを
つくる

里~岡田園田司・・E・E・－－－－－－一一一一一回目園田司帽園田一・田『『・・~・－ー・司岡田・ー一園田・『日明白・・田・回

一 一一一’‘・逼長吾逼逼ヨーー・... ι玉冨Z「一一，ー『－ー－せF 一一ーマ－.－－ － ·＝之二ヨ面~司ーー． ー ー，『F ーーー『【ーーー一一 一一

つまり、環境に貢献する大人た

ちの共同体に子どもが周辺から参

加して、だんだん中央に行くぞと

いうことを思っていく 。そんなイ

メージで教育を考えていくと、結

構いろいろなことがみえてくるの

ではなし 1かということです。それ

で環境に貢献する大人たちの共同

体というのは、私のイメージはこ

んなものなのですが、まず世代間

平等というものがあります。環境

の問題というのは、次の世代にツ

ケを回してはいけないという発想があるわけです。環境倫理学で議論されていることでご

ざいますが、今はよくても、とても便利になったりいたしますが、次世代が困ってしまう

ようでは図る。だから、次の世代も持続可能な社会をつくっていけるようにしましようと

いうことです。

2 番目に書いた懐古主義に陥らないというのが大事でございまして、昔は良かったとす

ぐ言って、昔に戻ろうというような発想での環境教育もあるのですが、これは絵にかいた

もちになりやすいわけです。昔よりよくなった点もたくさんあるわけでありまして、昔の

ようになりたいとは、実際多くの人は思わないわけです。持続可能な社会がどうやったら

できるのかを冷静に考えなくてはいけない口

3 番目に、批判的思考、クリテイカルシンキングをもたなければいけない。環境の問題

というのは、論理的に詰めてし、かなければわからないことも多いですし、また論理だけで

も解決しなくて未確定なことがあるのですが、その中で考え、冷静に判断をしなければい

けないなんてこともあるわけです。情緒、感情に流され過ぎないで、冷静に規範的にみて

いくという思考法が必要でしょう D

それから、オール・オア・ナッシング、全か無かという発想、が強いと思うのです。今ち

ょっと悪いものは全部悪いというような極端な考え方があると思うのですが、そうではな

くて、今できることを少しでもやっていこうとしづ現実主義も必要です。さらに、協力し

ない人を告発するという後ろ向きの姿勢ではなく、多くの人に協力してもらう仕組みをつ

くるということです。環境の問題というのは 1人で解決できないことばかりですから、多

くの方の協力を得る必要がありますよね。そのときに、協力しない人は悪いのだといって

もはじまらないので、皆さんが気持ちよく協力して下さる仕組みをつくったりするという

発想も重要です口こういうことを考えたり行ったりしている人たちが環境に貢献する，大人

たちの共同体というものであって、そういうものに子どもたちが周辺から参加していくと

いうのが環境教育のあり方なのではないか。そうしますと、これは学校だけではできませ

ん。学校の先生たちはこういう共同体の中心にはいないわけでありまして、企業の方、あ

るいは企業でなくても NPO の方とか、行政の方などがこういうものの中心にいるわけで

す。そういう方々の姿をみることが、環境教育では本質的に重要なのではなし、かと考えら
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れるわけです白

（企業が関わる環境教育の課題）

図－8 企業が関わる環境教育の課題

最後に、課題でございます。非常

にいい形で企業のかかわる環境教

育というのは進んできたと，思いま

す。こ こには、もちろん触れてお

りません。この後、出される一つ

一つの事例がさまざまに工夫され、

非常に魅力的なものになっている

と思っておりますが、あえて課題

ということを考えたいと思います。

4 つ書きました口

1 つ目、何が環境によし、かとい

う議論がありますよね口つまり、

すべてが一致して取り組もうということだけではない。例えばリサイクルはいいとよくい

いますけれども、リサイクルをすることによって環境に負荷がかかったり、あるいはリサ

イクルがあることによって、そのものがたくさん使われて結果的に環境へのコストが大き

くなったりなんてことがあります。何がし、し、かというのは慎重に検討しなくてはいけませ

んし、さまざまな立場があり得るわけですよね。ところが、企業にかかわっていただきま

すと、企業というのは大概何かについて 1 つの立場をもっていますから、果たして、その

立場だけでしW 、かについては深めにくいということがあります。

2 つ目ですが、企業の取り組みを知るだけでは批判的思考は育たない。クリテイカルシ

ンキングは育ちにくいということがございます。つまり、せっかく企業の方が来ていい話

をしているのに、とこがおかしいのではないかとか、本当にそれでいいのかというと、ち

ょっとやりにくいですよね。むしろそれは企業の方がし、ないところで、ゃった方がやりやす

し、かもしれません。あるいは距離を置いて、少し自分たちの考えたことについて企業の方

に答えていただくという仕組みも必要かもしれません。

それから、企業の活動というのは経済的な面が必ず出てきますよねD 経済的にコストが

合う、合わないなんて話があります。これは学年段階によって、子どもには難しいと思い

ます。環境の問題には百点満点の解決策がない場合が多いので、この点で残念ながら環境

に負荷を与えるけど、この点はよくするのだというような判断があり得ると思うのですが、

そういうことを余りストレートに出しますと、幼い子供にとっては正義感が強いですから、

何だ、やはり問題があるではなし、かということばかりが印象に残ってしまうかもしれない口

このあたりの扱いがすごく難しいと思います。理想主義的にはやりにくいということがあ

ります。

最後に、これは後でたくさん出てくると，思いますが、コーディネータ一役が重要だとい

うことです。今、詳しくは申し上げません。後で出されると思いますが、学校と企業とい

うのはかなり文化が違いますし、お互いの担っている役割も違いますし、ストレートに連

携するといつでもなかなか難しいわけです。そこで私ども N p O なりコーディネータ一役、
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第三者機関のようなものが重要になるということは、さっき山田さんもおっしゃいました。

このあたりをどうするかというのが大きな課題だと思います。というように課題を同させ

ていただいて、後の議論につないでいただけたらなと思いますロ

以上、早口で失礼し、たしました。時聞が参りましたので終了したいと思います。ご清聴、

ありがとうございました（拍手）。
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第 3 節 九段中等教育学校事例報告

三菱地所株式会社 CSR 推進部 浜谷英一副長

皆さん、こんにちは、三菱地所 CSR 推進部の浜谷と申します U

本日は、千代田区立九段中等教育学校で私どもが参加した環境教育の事例について、

企業の立場から報告させていただきます。

今日、私の話す内容ですが、三菱地所がどういうことをやっている会社なのかをご

説明したのちに今回のプロジェクトの主胃とその内蒋と、振り返りということと、今

後に向けてというような順番でお話しさせていただきます。
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1. 三菱地所グループの概要

三菱地所グループ基本使命

｜私たちはまちづくりを通じて社会に貢献します｜
私たちは、住み・働き・薗う方々に満足いただける、地理環境にも

12•した魅力あ..5'*1.るまちづくりを通じて、真に価値ある社会の実

現に貢献します。

l・ ..初勝榊税財：本邸~.~1；議紙夕併すの延納＿~：1
~ 大手町・丸の内・有家町旭区を中心にピルの聞発・賃貸・運営管理や大型

ショッピングセンター、駐車埴事案、絶域冷暖房事象等をII 開。

巨誼
首毎回を中心にマンション.II 売住宅の分2慮、宅婚の開発・分2慮、フィット

ネスクラブの運営等を行っている．

人三.亀所後式会社

実は、私ども CSR 推進部という部署なのですけれども、 一昨年の 4 月にできた部

署でございますが、会社として三菱地所グループの CSR というのはこの基本使命を

実践していくことだと位置づけております。要は本業をきちんとやって、本業の中で

社会に貢献していく 。とれを私たちの CSR であるというように位置づけております。

この辺は、どんなことをやって
2. プロジェクトの主旨

持続可能な社会を目指して

コーディネーター

九段中等書量育学按［学按］

［本案による地織をt会への貢献］ ［聞かれた学校］ ［外侮人材の導入］

人三.地所縁式会社
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いるかということの概要でござ

います。

（プロジェクトの主旨）

私どものような企業が九段中

等教育学校で今回の環境教育を

実施しました。この学校は昨年

4 月にできたばかりで都内では

初めての中高一貫の区立学校で

す。1 学年が 4 クラス 160 名で
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すけれども、頭のいい生徒さんが集まっている学校でございます。

先ほど冒頭で，， 1問さんからお話がございましたが、学校にとって企業の人ることの

意義というのは、かなり感じているのではないかというお話があったと思います。片

や、私ども企業は CSR 活動として社会に貢献していきたい。こんな会社の意向があ

りますけれども、企業と学校が直接結びつくことは結構難しいことであります口

そこで、我々から CSR 活動をしたいということと、あとは学校側からのキャリア

教育の推進と、企業が入ることによって社会を学んでいくということがあると思いま

すが、そこで先ほど藤川先生の話もございましたようにコーディネーターの役割が非

常に重要になってまいります。今回は法政大学さんと、それから藤川先生の NPO 法

人企業教育研究会に入っていただいて、このような形で進めさせていただきました。

ここに今回の概要というものが書いてありますが、皆さんのお手元に「結環J とい

う冊チが配付資料の中に入っていると思います。これは法政大学の学生さんが中心に

なりまして一生懸命まとめていただいたもので詳しく書かれた報告書です。

詳細につきましてはこちらの小冊子の方をごらんいただければと思いますが、授業

の概要は昨年 4 月から 7 月まで計 7 回にわたって実施しました。午後の 2 こまの大休

2 時間ぐらいですが、 7 回実施しました 0 40 名が 1 クラスなので、中学 1 年生 160

名に対して、我々から「千代田区の 30 年後の環境にやさしいまち」をテーマとして

考えていただくことにいたしました。生徒さんは 4 人 1組になりまして、その班ごと

に壁新聞という形で勉強した成果をまとめる。との会場のロビーに展示されておりま

すが、後ほど中学生の皆さんの力作をごらんいただければと思います。

3. プロジェクトの概要

期間： 2007 年4 月28 日～7 月14 日（計7 回）

（毎回金曜日の午後：約2 時間）

対象：千代田区立九段中等教育学校 1年生

(4 0 名 X 4 クラス＝計160 名）

テーマ： f千代田区の 30 年後の環境にやさしいまち』

実現のための提案を生徒遣で壁新聞にまとめ、

発表する。 (4 人一組の班毎に提案。）

提案のとりまとめに向け、千代田区における

環境問題の学習や現地見学、市民団体の活動

等について学ぶ。

その他：本プロジヱクトは、千代田区が区内の大学繊関

等に助成を行う『千代田学J の一環として実施。

ム九三隻亀所橡式会主t

（プロジェクトの概要）

この後で説明しますが現地を見学

するなど、いろいろな形で環境問

題を学んだ上で成果品にまとめて

いくというような形で、冒頭、山

田さんからの報告にもありました

が、このプロジェクトは千代田区

の助成で行なう千代田学の一環と

して実施しております。今回は大

変多様な方々がかかわっており、

私ども三菱地所がその一角を担っ

ているだけなのですけれども、中

心的なコーディネーター、それからプログラムの作成を法政大学さんと NPO 法人企

業教育研究会が担当いたしまして、千代田区役所さんにも参加いただいています。特

に、千代田区役所の見学も行ないました。また、まちづくりを行っている市民同体の

まちみらい千代田にも参加いただきました。

これからどんな授業をやったかということを 7 回分についてご説明します。環境問

題を学んでいただくため、最初に自分たちが H ごろから行なっている環境にいいとと、

悪いことを挙げてごらん、という授業を行いました。レジ袋をもらうのは環境に悪い

ね、といったように具体的な行動を挙げてもらいました。ところが、環境に恋いこと
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1回目［オリエン予ーション1 I 4 月28 日

（九段中等教育学校）

ー環境働鏑の轟礎学習と金書からの提案 正 i

－日頃の行動の中で『環境に
よいこと』 f環境によくな

c薗極圏1~1~；コ長； 『』・ ・ いこと』を生徒達が考え、舟 4 ・. .  醤監蜜置富田一－.－・； 4仏l 環境問題の基礎を学ぶ。
色白」圃圃圃圃園田園圃圃也S 謡轟l:..1-'l ＇・三菱地所から f千代田区の

冒盟関E E 叩手輔a・・陸型匠量置毘圃圃・ 3 0 年後の環境にやさしい

彊臨盈・~ll・・r.:::!園まち』を撞案依頼。

・・・嗣・・・・・F ’ ‘ 司・・・岡田・・

人三四聖地断書量式会社

は大きなピ、ルを建てること、と言

った生徒さんが居まして非常にシ

ョックを受けまして、私どもの事

業を否定されてしまったような感

じでしたυ ただ、そう考えている

生徒さんもいるということを認識

した上で、これからどうしていっ

たらいいかということも自分自身

が考えていきました。この中で私

どものやっているピ、ル事業の概要

を説明して、 30 年後の千代田区の

環境にやさしいまちづくりを提案

してごらん、ということを初回の授業でのテーマといたしました。

2 回目は、法政大学市ヶ谷キャンパスのボアソナードタワーのスカイホールをお借

りしまして授業をやりました。このときには、法政大学の学生さんにうまくリードし

ていただきました。中学生たちが千代田区の環境問題を学ぶために私どもも若干説明

いたしました。私どものやっている環境の取り組みや、特に大手町、丸の内、有楽町

地区でいろいろな企業が連携したりとか、行政と連携したりとか、いろいろな人が協

力し合いながらまちづくりをしているとともととで説明した上で、実はとのホールの

カーテンを開けると非常に眺めがいいのですけれども、そんな形で千代田区のまちを

ここからみていただいた。そんな授業を 2 回目実施しました。

3 回目［現地見学1 1 5 月19 日 （北の丸スクエア）

（千代田区役所）

企業、行政による環境州り緩みを見て学ぶ ！ 
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λ 三霊地所縁式会社

（現地見学の実施）

3 回目が現地見学ですが、私

どもが手がけた北の丸スクエア

という建物が地下鉄の九段下駅

のすぐ駅前にございます。本当

は丸の内まで中学生全員を連れ

ていきたかったのですけれども、

なかなか移動距離があるので、

昨年 1 月末に竣工したばかりの

学校に一番近くにある北の丸ス

クエアの見学会を行ないました口

ここでいろいろな緑化ですとか、温暖化防止のための照明の工大－だとかあるいはごみ

置き場をみてもらってピ、ル全体が協力しているゴミ分別の説明を行ないました。

それと同時に、千代田区役所も見学をしまして、実は今度新しい庁舎に移りますけ

れども、今の庁舎の屋上緑化の状況などについて区役所の担当の方が説明してくださ

いました。それとお堀が区役所の真裏にありますので、お堀についても区役所の係り

の方の解説をいただきました。

6 月 2 日に、まちづくりゲームをやりまして、ゲームのテーマは自然環境系ではな

くて人間環境系的な内容のものです。最初は環境にやさしい世界のまち、例えばドイ
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ツのフライブルクですとか、あと江戸時代にこんなことをやっていたとか、学んでき

たことを報告してもらった上で、まちづくりはいろいろな人がかかわっているわけで

して、いろいろな考え方の人がし、る。経済を重視する人とか、自然を重視する人、あ

るいはにぎわいを重視する人とか、安全・安心を重視する人。いろいろな人の立場に

なってもらってゲームをやってもらう u いろいろな価値観の人がいるのだね、という

ことをここで、環境から少し離れた話ですけれども、こんなことを学んでもらった。

これは法政大学の学生さんが考えていただいて、非常におもしろいゲームだったと思

います。

5 回目［壁新聞づくり］

－生徒違は4 人一組の班.に壁翁聞による提案づくりの作業
を行う．

－屋上緑化（温曜化）など、班毎にテーマを決め、ワーク
シートに基づいてトップ記事、セカンド記事及びそれに
続く記事を決めていく。

［当日はN H K テレビの取材が入り、当日夕方のニュースにて
放映された．］

（壁新聞作成）

次に、壁新聞っくりです。今

まで学んだことを壁新聞にまと

めていただくような作業をやり

ました。 この日に NHK のカメ

ラも入りまして、夕方のニュー

スにも流れたということもござ

いました。

あと、市民団体のまちみらい

千代田というのがございまして、

ハード・ソフトの両面でのまち
人三度亀所縁式会社

づくりやコミュニティーの活性

化を図っていこうという団体ですが、地域のネットワークとか連携の重要性といった

ことを学んでもらい、それで引き続き壁新聞づくりを進めました。

7 回目［中間発表会1 l 7 月14 日

（九段中等教育学校）

• 4 人一組の班毎に各クラス
にて成果晶である壁新聞を
発表。

持

）. 三霊亀R軒続式会社

（成果発表）

最終回ですが、 4 人 1 組のチー

ムで、それぞれの成果を発表して

もらいました。この中で、そこに

も張ってございますけれども、い

ろいろ斬新な提案というのが問て

きました。官頭で永井先生が車の

緑化ということをおっしゃってい

ました。これは我々の考えでは思

いつかないようなものでして、車

の屋根を緑化してしまうとか、あ

るいは弁当ブリッジですが、弁当容器を再利用して何回も使っていくとか、いろいろ

と子どもなりの提案というのが、非常におもしろい提案が出てきております。

そして、 9 月 16 日に九段中等教育学校の文化祭が開催されました。これは学校では

なく外部のホールを借りて、中学生たちの一年間の授業と成果品を生徒さんがまとめ

まして舞台発表をおこないました。官頭で永井先生からご紹介がございましたけれど

も、私たちが担当した一年生の生徒さんの作品が全国新聞コンクールで、第 1 位に輝い

たと聞いております。
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最後になりましたが、振り返りということなのですけれども、今回、パートナーシ

ップということでいろいろな方々がこのプロジェクトにかかわりました。法政大学、

NPO 法人企業教育研究会と三菱地所、千代田区、まちみらい千代田といろいろな方が

かかわって連携し合いながらやった。特に 30 名を超える大学生のみなさんが毎回の

授業に参加していただきましたが、これは非常に特筆すべきすばらしいことがあった

のではないかなと思います。

4. プロジェクトの撮り返り

［パートナーシッブ］

－法政大学、 N p O 法人企業教育研究会、三蔓地所、

千代田区、まちみらい干代田といった多くの関係者の

連携のもとに実施された。特に 30 名を超える学生が

控集の進行・サポートに参加したことは特筆すべき

ことである。

［企業の参加］（学校側から）

・企業が入ることで子ども遣も普段の授業にはない新鮮

さを感じた。自分の目で見たり触ったりすることで、

学校の教師の授業とは異なる新鮮さがある。

λ 三’E・R賢橡式会社

（振り返り）

その後、今回のプロジェクトに

ついての反省会で、学校の先生か

らも企業が入らないでやっている

のと比べると、やはり企業が入る

ことによってチどもたちが授業に

たいして新鮮さを感じ取り、普段

の授業ではないものを感じること

ができたのではないか、という意

見が先生側からだされました。特

に私どものピルに連れていきまし

たので、実際に自分の目でみて、

あるいはさわってみる。あまりさわるわけではないのですけれども、間近にみて環境

の取り組みを感じる。この辺が子供たちにも新鮮となったのではないかなというお話

を受けております。

私どもの立場からなのですけれども、私どもと千代田区で大きなまちづくりをやっ

ております円丸ピルが 2002 年にできまして、その後、大体年に 1 棟ぐらいのベース

で高層ビルを建てております。この 4 月に新丸ピルというものができますけれども、

千代田区で大きなまちづくりをやっている企業として、地域社会への貢献というもの

もございますし、藤川先生のご説明にもありましたように、子どもたちに企業が教育

をになうととによって社会教育となり、子どもたちにも学んでいただいて、子どもた

ちも成長してから環境に取り組む社会になる。長い目でみていろいろな形の意義があ

るのではないか。私ども今向、本業にかかわるところで参加できたというのがポイン

［企業の立場で］（三菱地所から）

・千代田区にてまちづくりを行う企業の立場からC S R  

活動の一環として参加した。本業に関わることで地域

社会に貢献することがポイント。

－今回の授業には他部署へも協力を要請した。

cs R 活動はC s R 担当部暑のみが行うものではなく、

会社として行うものであるという意議付けにもわずか

ながら貢献した。
関係部署： C s R 推進部、都市計画事業室、資産開発事集部、

側主董地所置計、側三蔓地所プロパティマネジメント

λ三’E亀新緑式会社
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トなのではないかなと思います。

（企業の立場）

それと社内的なことなのですけ

れども、私どもは CSR 推進部と

いいまして企業の社会的責任を推

進していくという部署なのですが、

CSR 活動というのは私どもの部

署だけがやればいいのかというと、

そうではなくて会社を挙げてやっ

ていかなければいけない。実は今
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回のプロジェクトにはいろいろな部署の人間を引き込みまして、私ども以外に、ここ

に小さい字で書いたのですが、都市計画事業室といって、いわゆるまちづくりをやっ

ている部署です。大手町、丸の内、有楽町地区のまちづくりをどうしていこうか。こ

ういったことを担当している部署でして、あと資産開発事業部というのが北の丸スク

エアを担当している部署ですu それから、グ、ループ会社になりますけれども三菱地所

設計は北の丸スクエアを設計した会社でございまして、もともと一緒の会社でしたが

数年前に分社化をしております。それと、三菱地所プロパテイマネジメントというの

は北の丸スクエアのピ、ルの管理をやっている会社。ここもいろいろ動線を確保したり、

子どもたちにどのように通ってもらったら安全かとか、そんなことも検討してもらっ

て一緒になってプロジェクトをやった。こういうことで社内的にも会社を挙げてやる

のだという意識づけが、ほんのわずかでありますけれども、できたのではないかなと

考えております。

5. 今後に向けて

［今回の反省から］

・プログラム作成にあたっては、全体ビジョンを明確に

し、関係者で共有することが必要。

・コーディネーターの役割が重要。

－学校側、関係者の役割分担を明確にしておくことも肝要。

［『都市文化j 授業への協力］

• 2（溺年10 月～2007 年 2 月に、カ，段中等教育学校による

『都市文化J 授業に三蔓地所として協力。

・千代田区肉各企業に 4 人一組で子ども遣が訪問し、企業

から与えられる課題に対して提案をまとめる。

・三董地所は、①丸ピル臥Rl 蛾肢の活用方法、②新しい

マンションの企画について課題を与え、提案を依頼。

（今後の課題）

最後に、今後に向けてというこ

となのですけれども、反省的なも

のをちょっと書きましたが、プロ

グラム作成に当たっては全体的な

ピジョンを明確にして担当者間で

協力していく。今岡決定から実施

まで短期間でしたから、かなりス

ピーディーに進めてきましたが、

全体的なビジョンの構築などが十

λ三費制恨鮒 分にできなかったのではないかと

いう反省もございます。やはりコーディネートの役割というのが非常に重要だと思い

ます。それと、学校側の役割分担などを当初から確認していく必要があるのではない

かといったことも感じました。

最後に、環境教育は学期の上期で終わったのですけれども、九段中等教育学校での

下期の取り組みをちょっとご紹介させていただきますと、この学校では千代田区内の

企業とか、あるいは在外公館とか、いろいろなととろに協力を求めた授業をやるなど

非常に意欲的な学校です。下期に都市文化というテーマで、千代田区内のいろいろな

企業に生徒さんが出かけていって、その企業がやっていることを学んで、生徒さんに

テーマを与えて、生徒さんに考えさせる。こんな授業もやっていまして、こちらにも

4 人 1 組のチームで 2 チームを受け入れました口実は 30 社ぐらい協力しているような

のですけれども、私どもはピル事業ということで、丸ビルの 1 階に MARUCUBUE と

言う吹き抜けの大きな広場がございます。そこに連れていって、とこの活用方法を考

えてごらんというのと、あとマンションを令画している性宅事業のチームがございま

して、モデ、ルハウスに連れていって、子どもたちに新しいマンションの企画を考えて

もらう。どんな部屋が欲しいのか、そのようなテーマを与えました。

丸ピルチームの方は、アンケートをとったそうなのですけれども、例えば地方名産

品のショップをやるとか、あるいは有名人のサイン会、握手会をやるとか、スポ｝ツ

イベント、動物との触れ合いといったことに使えるのではないかという提案もありま
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した。

あとマンションなのですけれども、マンシヲンに欲しいものは何ということで自動

販売機が欲しいとか、ちょっと意外なのですが、あと図書館が欲しいとか、自然が多

い庭が欲しい。このような提案がありまして、 1 人になることができる空間が欲しい

とか、あるいは友達と安全に過ごすことができる施設が欲しいとか、何となく今の世

相を反映しているのかなというような答えが出てきました。こんなことで実は今週の

月曜日に学内で、このテーマについての発表会があったようでございます。

以上で、私の発表を終わらせていただきますけれども、最後に、今回いろいろお世

話になりました法政大学地域研究センターの皆様、それと学生の皆さん。それから

NPO 法人企業教育研究会の藤川先生と塩田さんを初め、多くの方。それから千代田区、

まちみらい千代田の方、もちろん九段中等教育学校の先生方。いろいろお世話になり

まして、この場をかりましてお礼を申し上げて私の発表を終わりたいと思います。 ど

うもありがとうございます（拍手）。
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第 4 節 昌平幼稚園事例報告

報告者：株式会社芸術造形研究講師 安田康彦（彫刻家）

ただいまご紹介いただきました安田と申します。昌平幼稚園においての環境教育に関す

る報告をさせていただきますが、まず、その前に芸術造形研究所の簡単な概要を説明させ

ていただきます。

（企業の概要）

我が社は 1976 年、代表であります金子健二が東京芸術大学大学院当時、埼玉を拠点に

しまして地域の子供たちに、自身が学んで培ってきた造形活動のノウハウを教えたいとい

うところから出発いたしました。子供たちに、本物というものはどういうものか。本物の

素材、本物の道具を通して、子供たちに 1 つの学びを提供したいというのが始まりでした。

本物を使うことで確かな実感がで得られます日その実感を通して、子供の内側からあらわ

れてくる表現ということを 1 つの理念として続けてまいりました。その心は現在でも他の

講師たちに受け継がれて、子供たちの指導に当たっております。

1976 年から 20 年ほどたちまして 1996 年、今から 11 年ほど前になりますが、子供たち

に対して行ってきた活動が、認知症予防に取り入れることができるのではなし、かというこ

とで、大学と病院との協力を得まして臨床研究を繰り返しました。それで、なるほど、こ

れは効果があるぞということで私どもでは、臨床美術という形で臨床患者及び認知症予防

に対しての取り組みを行っております。

（臨床美術とは）

まだ皆様方に耳なれない言葉と思いますが、臨床美術というのは主に私どもが開発しま

した感性画を基本としています。これは人間の五感、人間の内側にある感覚を、いかに刺

激していって表現させるかということでありますロ私どもが提案する表現活動は右脳の働

きを刺激することによって、脳の活性化が図れるのではないかという考えから取り組んで

まいりました。

（臨床美術の教育分野への応用）

現在では、認知症の予防やケアだけにとどまらず、埼玉県の学・民ジョイントプロジェ

クトという形で、春日部市の公立小学校の総合学習の時間で取り上げていただきました。

ここでは福祉という切り口です。子供たちとともに、臨床美術の活動をやっておりました。

これは現在も続いておりますが、高い評価を得まして、埼玉キワンスクラブから教育文化

賞をいただきました。

この取り組みの延長上で、こちらの地域研究センターからお話が参りまして、幼児教育

の場で、環境という切り口から何かできるのではないかということで、いろいろな先生方、

学生さんの協力のもとで半年間の議論を重ね、「水と私J というテーマの取り組みに入った

次第であります。

（昌平幼稚園における臨床美術の応用による実験的環境教育の実践）

f水と私j というテーマなのですが、 3 歳から 5 歳までの小さな子供たちに、どうやっ

て環境というものを伝えていくのか。子供たちが主人公でありますから、回りにあるもの

はすべて環境であります。環境の中でも、特に一番身近なものは何なのかということを考
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千代田区立昌平幼稚園

テーマ『水と私j

芸術造形研究所

「一滴」の水の音

えていきまして、 やはり生命の里である

水ではないかという結論に達しました。

そこで今回、環境教育の中で、水という

ものを素材に、臨床美術の活動を取り入

れて、子供たちと 一緒に取り組んでいけ

るのではないかという考えでやってまい

りました。では、少し写真をみながら説

明させていただきます。授業は 1 月 15

日から 2 月 5 日まで 4 因。大概 120 分

の授業で行いました。

（水の音を描く）

1 回目の授業のテーマは、「水の音 J

「水の味」です。大もとの主題は、「水

に気づく J ということでした。実際の

授業に入る前には、子供たちが水に対

してどれぐらいの認識度があるのかと

い うことを私どももなかなかっかめま

せんでしたので、授業の中で子供たち

に水とはどんなものがあるのかいろい

ろ聞きました。大体の子がペットボト

ノレに入っている水とか、蛇口をひねって出てくる水という意見が多かったです。牛乳とか、

ピ、ール、汗、涙というものでの水の認識はなかなかなかったので、極端でありますが、話

の中で 1 つ、トマトをみせました。

（水についての意識の拡大）

人間も、いろいろな植物も、他の生命の体内の中には水がたくさん入っているのだとい

うことをみせるために、比較としてドライトマトと生のトマト、熟したトマトをみせたの

です。このときは子供の驚きがすごかったです。 トマトの話から、では実際に水がどこか

ら来るだろうという質問等もしまして、これはかなり答えに年齢差がありました。 5 歳の

子たちになると、川とか山という答えが出るのですが、小さい子の場合は、予想していた

とおり、水道という答えが多く返ってきました。水道から川、山をたどって、では大もと

の水というものはどこからやってくるのだろうという流れの中で、雨というようにつなが

っていきました。雨の体験を振り返って、雨の感触、雨の音というところから水の音とい

うようにつなげていきました。

水の音というと、ふだんの生活の中では、蛇口をひねったらジャージャーと流れ去って

いくものですが、授業では目をつぶって耳を澄ませて集中させるわけです。その集中した

中で、じわっと自分の中に感じられる水の音というものを表現していく形をとりました。

授業では 3 種類の水音を聞きました。これはスプーンで一滴の水をたらいの中に落とし

たときの情景です。一生懸命、耳をそばだてています。一滴の水の音を聞いた後に子供た

ちを所定の場所に戻し、感性画という手法をとりまして自分が一番感じられた音の印象を、
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3j 鹿児の作品

1清の水音 じようろの水音 コップ1杯の水音

オイルパステルを使って表現しても

らいました。このオイルパステルは、

自社開発品で、従来のクレヨンとは

違いましでかなり色の発色がよく、

色の伸びもかなり違います。 うっか

り口に入れてしまっても害がない素

材で作られているのも特長のひとつ

です。

これが今度、じようろでジャーと

流した水の音を聞いている風景です。

同じように水の音を聞いた後、所定の場所に戻って、先ほどと同じようにこのように表現

したわけです。 3 回目は、コップに入っている水をザブンとこぼす。その音。 3 種類の音

を聞いて、 3 種類の絵を描き分けました。

（表現の言語化）

臨床美術では表現をさせるだけではなくて、今ここに映っていますように自分自身のや

ったものを皆で鑑賞します。自分がやったものをみて、感じたことを言葉にしてもらった

り、ほかの子たちが描いた作品をみて、自分が感じたことを言うというスタイルをとって

おります。

そこで大切にしていることは、うまいとか下手という印象を述べ合うことではありませ

ん。ああ、ここはおもしろいねとか、ここはいい色が出ているねというような、できるだ

け褒められる部分を他の子どもの作品の中にどれだけみつけられるかということに重点を

置いております。人間はとかく否定することは簡単にやってのけるのですけれども、褒め

るということはなかなか難しい作業です。それを小さいころから、ほかの子たちがやった

ことを認め合うという時間をとることは大切ではなし、かと思いまして、昌平幼稚園の子た

ちにもやってもらいました。

これが実際に 3 歳児がやった 3 種類の水の表現ですが、アートというものはなかなか理

解されない分野でして、なぜかというと、物事をみるときに人は理屈で考えがちです。何

を表現しているのだろうといったところから入るので、なかなか理解できないのかなと思

うのですが、これは子供が直感的に感じた絵です。彼らなりにかなり実感した、そのとき

の気持ちとか、何か楽しかったのか、驚いたのか、そういった感情のうごめきを絵から読

み取っていただければいし、かなと思っております。そのことが感性画の 1 つの主軸になっ

ております。入り口を出られましてロビーの左手の方に実際の作品を数点飾っております

ので、後ほどごらんになってください。

（水の味を表現してみる）

3 種類の音を聞き分けた後、次のテーマはかなり難しかったのです。これは大人でもな

かなか難しい作業だと思うのですが、「水の味j を表現してみるということをしました。無

味無臭に近い水を自分の口の中に入れて味わった印象を、先ほどのように絵として表現し

てもらうということです。

実際に水を口に含んだまま描きすすめました。最初は冷たく感じたものが、ずっと口の

中に入れているとだんだん温かくなっていく。その温かくなっていく印象をまた色に置き
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第 4 章 千代田区立昌平幼稚園事例報告

かえてとか、じゅわっと感じられてくるところをオイルパステルを寝かしたり、線でかい

たりという感じで、子供たちが一生懸命表現してくれました。そして、先ほどと同じよう

に、子供たちが取り組んだものを壁に張って、それぞれに鑑賞して回りました。この時は、

3 歳から 5 歳まで合同の授業でしたので、小さい 3 歳の子たちは 5 歳、 4 歳の大きいお兄

ちゃん、お姉ちゃんたちの描いた絵をみて、自分とどのように違うのか。そういったこと

も子供なりに比較してみていました。

右の絵は太陽を描いたわけではありま

せん。 口の中でじゅわじゅわ広がってい

く印象をかいているのです。子どもは難

しい水の味を確かに味わい分けて描いた

と思っております。
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これは、水の味を表現した 3 歳児の絵で

すD そのときの印象を色と描き方で置き

かえてし 1 かなければいけないので、線と

か、点、とか、塗りつぶすこと、そういっ

た単純な行為で表現しております。

.... 品開河川憾む閣だ却沖用車融市糊叫串柿

. . .  ＇・ 0・，

左の絵を描いた子は、いろいろな色がど

んどんまざってきたわけです。 口の中に含

んでいるために最初の印象が徐々に変わっ

ていく 。そのことを色に置きかえて、どん

どん塗りつぶされていったという表現です。
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（水のフォルメン）

第 2 回目の授業は「水のフオルメンj をやりました。ブオルメンというのは形をなぞっ

ていくという技法用語なのですが、水のフオルメンに入る前に水の質、特性に触れるとい

うことで、水のにじみを体感しました。水の中にいろいろなものがまざっていくという特

性に触れて、そこから表現につなげていきました。

まず画用紙をぬらしまして、そこ

に絵の具や墨などをのせていくわけ

です。水を浸した部分と、浸してい

ない部分の違いをみてもらいました。

左の画面の画用紙の右側はぬれてな

い部分で左側がぬれている部分です。

絵の具がどのように反応するか、そ

の違いを自分で実際にやってみて水

がどのくらい効果をもたらすのかと

いうことを体験してもらう。これは

実際の作品ですが、大きな画用紙の

画面全体が水でぬれていて、そこに

絵の具を落として広がりを感じてもらいました。絵の具が水の中に広がっていった、その

水がっくり出した形をオイルパステルでなぞっていく 。水がつくった形を自分が追ってい

くということです。それが水のフォルメンという授業でした。この作品も何点か展示して

おりますので、ごらんください。

（ウォーターダンス）

1 目 1噴

‘ 

0 

3 回目の授業は、「ウォーターダン

スj というタイトルで行ないました。

これは「水の版画J というカリキュラ

ムなのですが、水の 1 つの特性として

表面張力というのがありまして、表面

張力で水が丸く盛り上がっている形、

水がどこまでいったらこぼれ出すのか

ということを実際に体験してもらいま

した。ちょっとしたゲーム形式でやっ

たのですが、まだ水が入るのか、まだ

表面張力はもつのかという形で、こぼ

れる瞬間を子供たちにスリルを持って

味わってもらったのです。その後に、画用紙の上に同じように水玉をつくってもらって、

そこに少し色をのせて紙を傾けます。自分のちょっとした行動で水が変化する。水が形を

変えてしまうということを、水と自分の共同作業という形で表現してもらったものであり

ます。水が動いたときの勢いとか、どきどき感なんていうものを色に置きかえて最終的な

表現につなげてもらいました。その後、最後は水と自分のつくった形をなぞって切り取り、

構成します。これもロビーに飾っていますので、ごらんになってください。
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第 4 章 千代田区立昌平幼稚園事例報告

授業の 3 回目までは表現ということを追っていきました。 4 回目にあたる最終授業は「水

の気持ちj をテーマにしました。 4 回の授業ですからまとめなければいけませんので、水

の気持ちをどうやって伝えるか。子供たちの小さな手から手に水をバトンリレーするよう

な形で手渡していきました。水を渡せたか、渡せなかったのか、もらえたのか、もらえな

かったか、もらえなかったときの悔しかった気持ちとか、渡せなかった悔しい気持ちとか、

もらえたときのうれしかった気持ちなど、水と自分の気持ちの一体化なるものは何かとい

うことで、思い切って表現ではなくて遊びの感覚を取り入れた形でやってもらいました。

（授業を終えたあとで）

このように 4 回の授業を行いまして感じましたのは、環境というものが身近でもあるの

ですが、考えていけば考えていくほど遠くになっていく。どんどん広がりをもっていくも

のでもあるのだなということに気づきました。

今後のことを考えますと、私どもは表現活動が専門でありまして、先ほど藤川先生から

もありましたけれども、子どもたちの回りにある生活環境というのはかなり都市化してお

ります。都市化していく生活環境の中で、どうやって今回取り入れたような表現をするよ

うな形で私どもがかかわっていけるのかと考えましたときに、表現するときのエッセンス

になるもの。人間という存在は自然がないと育たないのではないかということを思います。

何が育たないかというと心の問題だと思うのです。人間の情緒感なるもの、そういったこ

とが子どもが育っていくために重要になってくると考えまして、どのような自然のエッセ

ンスをどのように取り入れられるのかということが、都会の生活の中でも 1 つの教訓とし

て必要とされるものではないかと思っております。

今回、水をテーマに取り上げましたが、素材というものがいろいろ身近に存在しており

ますので、そこをどういう切り口で組み立てていくのかということを今後の課題として考

えていきたいと思っております。

ちょっと足早になりましたが、ご説明させていただきました。法政大学の学生のみなさ

ん、昌平幼稚園の竹山先生と担任の先生のみなさん本当にありがとうございました。ご清

聴、ありがとうございました。
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第 5 節 ノ《ネルディスカッション「CSR としての企業が行なう環境教育支援J

それでは、第 4 部のパネルデ、イスカッションを始めさせていただきます。

初めに、本日のパネリストを紹介させていただきます。千代田区立昌平幼稚園副園長、

竹山朋江様（拍手）。キリンビール株式会社 CSR・ コミュニケーション本部社会環境室長、

山村宜之様（拍手）。 NPO 法人企業教育研究会副理事長、塩田真吾様（拍手）。東京都教

育庁生涯学習スポーツ部計画課、梶野光信様（拍手）。本日のパネルディスカッションのコ

ーディネーターを務めます法政大学大学院政策科学研究科教授、田中充です。

それでは、田中先生、よろしくお願いいたします。

。コーディネイタ－ それでは、パネル討論を始めたいと思います。

できれば、 5 時ちょっと回るかもしれませんけれども、 1 時間ぐらいの中で、テーマで

あります「企業が行う環境教育の実践と課題j について掘り下げていきたいと思います。

パネリストの皆さんは私どもの企画でどんな方をお呼びしたらしW 、かなということを考

えて、 4 名の方を選ばせていただいたのですが、パネル討論の趣旨とあわせて、ここでど

んなことを考えているのかをご紹介させていただきたいと思います。

パネル討論で、は、 4 人のパネリストの方はそれぞれお立場が異なっております。竹山さ

んは教育の現場に実際携わっていらっしゃいまして、先ほどの事例報告であります幼稚園

の教育をあずかっていらっしゃいます。山村さんはキリンビールという会社の方で、具体

的に CSR 活動をなさっている。とりわけ以前の職場であります兵庫県の西宮市でも、企

業が具体的に地域の環境教育に参画した。そうしづ実績をおもちでございますので、その

あたりのことも含めてご紹介をしていただく。塩田さんは先ほどの藤川先生のご講演にも

ございましたけれども、企業教育研究会という立場で、つまり、第三者機関、コーディネ

ーターとして企業と学校を結びつけるD そういう役割に携わっていらっしゃいますので、

そうしたご経験をお話ししていただこうとお願いしております。梶野さんは東京都の教育

庁ということになりますが、教育行政のお立場で、つまり、こうしづ活動を行政としてど

のようにとらえて、あるいはこれからどのようなスタンスで臨まれているのか。そんなこ

とをお話ししていただこうということで、 4 人の方に登壇いただいたわけでございます口

私から、ただ今 4人のパネリストのざっとした基本的なお立場をご紹介させていただき

ましたが、次に討論の進め方をご紹介いたします口最初に 4 人のパネリストから基本的な

活動の内容あるいは実績、そして課題といったことのご認識を、ご準備いただきましたレ

ジュメ等をもとに第 1 ラウンド、発言をお願いしたいと思います。時間に余裕があれば補

足の発言を第 2 ラウンドで簡単にお願いしたいと思いますが、時間がなければ、もう早速、

フロアとの討論をお願いしたいと思います。ぜひフロアの方から質問用紙に質問内容等を

お書きいただきまして、お寄せいただければと思います。そこで私から質問用紙をみなが

ら、この点についての課題はどうお考えですかということで、パネリストへ投げかけをさ

せていただくロこんなことを考えております。大体 15 分か 20 分ぐらいパネル討論行い、

その後でまとめということで、約 1 時間で、パネル討論を進めていきたいと思います。

そこで最初に、パネル討論に当たっての基本的な考え方を私からごくかいつまんでご紹
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介させていただきます。テーマは「企業が行う環境教育の実践と課題j ということでござ

いまして、私はここで考えなければいけない 3つのことがあると思います。

1 つは、環境教育の今ということでございます。つまり、環境教育は今どういう状況に

あるのか、なぜ現代社会で環境教育が求められているのか。そこの背景をもう一度、整理

した方がいし、かなと思います。つまり、持続可能な社会ということが環境政策の重要な、

あるいは環境政策のみならず世界全体の重要な課題となっておりまして、持続可能な社会

をし、かにつくるか。そのために、さまざまな努力が行われております。私はその中の 1 つ

は持続可能な社会をつくり得る、いわば人材育成、人づくりだろうと思うのです。もちろ

ん科学技術の進展でありますとか、あるいは制度、政策をどうつくるかということもござ

いますが、そうした制度、政策や科学技術を担っていく人をし、かにつくっていくのか。こ

こが環境教育のある意味で原点として求められているスタンスではないだろうかなと思い

ます。

ところが、教育現場の現状をみてみますと、例えば多様に広がってし、く環境問題。そし

て、それに対する膨大な知識。あるいは多様化している現代のさまざまな活動に対する専

門性。こうしたことに、教育の現場ではなかなかそこがフォローアップできていけていな

い。追いついていけていなし、。多分そうしづ状況なのだろうと思うのです。そこで、外部

の専門家を、ある意味で登用していくといいますか、活用してし、く。そういうことが今、

教育の中に求められているのかなと考えております。例えば持続可能な社会という本当に

現代的な新しいテーマに対して、どういうスタンスで環境教育の豊富化を目指していくの

か。そこが今課題になってきている。これが教育側の大きな課題、状況ではなし、かなと思

う次第であります白

ところが、もう 1つの、本日の切り口であります企業ということを考えてみますと、こ

の間、企業の社会に対する影響力が非常に増してきました。つまり、現代社会に与えるさ

まざまな影響が広がってきております。その裏返しとして、企業の社会的責任ということ

が関われてきております口とれはもちろん環境のみならず、人権で、あったり、福祉で、あっ

たり、労働問題で、あったり、さまざまなところで企業の社会的責任が問われてきている。

その 1つに環境問題への貢献もあるだろうと思います。

持続可能な社会ということでよくいわれるのは環境と、経済と地域社会、あるいはコミ

ュニティーの統合という 3つの要素を、し、かに重ね合わせて統合化していくか。これは持

続可能な社会のキーワードとよくいわれます。つまり、もし企業が経済活動を担う主体だ

とすれば、同時に環境面にも、社会面にも貢献してし、く存在であらねばならない。これが

持続可能な社会における企業のあり方だろうと思うのです口そうしますと、環境教育とい

うテーマは、まさに経済主体である企業が環境問題という環境側面、そして教育という社

会的側面に、いわば両方に貢献し得る。企業にとってみても、社会から要請され得る、期

待されている分野の 1 つだろうと思うのです。それは企業がもっている多様で非常に奥深

いポテンシャル。例えば、人材で、あったり、技術で、あったり、製造や事業活動の現場であ

ったり、環境対策の事例である。そういう現場なり、事例なり、そして技術をもっている。

そういうポテンシャルを生かして、いかに人づくりに結びつけていくか。これも企業の社

会的貢献活動の 1 つになり得るだろうと思うわけです。

そこで千代田学というテーマで、私たちは企業と環境教育を結びつけるということをテ
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ーマに、 18 年度、取り組んで、まいりました口とはいえ、しかし、なかなかそこは一気には

結びつかない。そこにはかぎが必要である。どうもそのかぎが第三者機関、あるいはコー

ディネーターといってもいいかもしれません。つまり、企業と学校、教育を結びつける役

割が必要だということになりますD

そこで、このパネル討論で、は、まず学校の場において、どうしづ現状なのか。学校にお

ける環境教育は一体どうなっているのか。これをご紹介していただくことが 1 つあります。

もう 1 つは、それに対して企業はどのように参画し得るのか白企業の側の実態はどうだろ

うか。その現状と課題は何があるか。これをもう一度、それぞれのパネル討論の中で、パネ

リストの皆さんからご発表していただきたいと思います口それから、あわせて第三者機関

としての役割。そこをつなぐとしたら、どういうことが課題になっているのか。それはど

のような意味をもっているのか。そういうことについても論議を深めていって、これがパ

ネル討論の位置づ、けと考えたいと思いますD 少し長くなって本当に申しわけございません

でした。

それでは、竹山さんから順番に、どうぞご発言をお願いしたいと思います口よろしくお

願いいたします。

0 竹山 昌平幼稚園の竹山朋江と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

企業の方がほとんどということですので、まず幼稚園って何となく皆さんどんなところ

なのだろうとD 小学校、中学校と違いますので、おわかりにならない方もいらっしゃるか

と思います。

幼稚園は遊びを主体として、遊びを通して子供たちにさまざまな学びを促し、人として

生きていくために必要なさまざまなカを身につけていくところです。幼稚園教育指導要領

に沿って実践を積み重ねております。千代田区は 4年前、 IS014001 を取得しまして、そ

れに伴いまして学校現場にも、それがおりてまいりました。当初、非常に戸惑ったので、す

けれども、よくよく考えてみますと幼稚園教育はまさに人づくりの第 1段階、重要な時期

であります。ですから、環境教育はまさに幼稚園から始めてし、かなければならないのだと

いうことを、 ISO の取得に伴って私たちは再認識いたしました。

環境教育の大きな目標であります環境を構成する 1 人の人間として、環境の向上に積極

的に貢献できる人間の育成という視点に立って、幼稚園ではどんなことができるのだろう

ということで、昌平幼稚園では自然体験を重視した活動を取り入れております。大まかな

ものは、実はレジュメで、はなかったのです。こんな内容のことをお話ししようと思います

ということで法政の方に提出しましたら、レ、ジュメになって出てしまったので内容が若干

変わってきてしまうと思いますが、よろしくお願いいたします。

こういう大きな方針に沿って進んで、きています。特には、稲作体験を取り入れておりま

す。稲作を始めて 3年目。昌平幼稚園は 3年保育なので、 3歳で入園してきた子供が初め

て体験して、ことしで 3年目。実はきょう修了式で、巣立っていきました。

年長の子供たちが稲作 3年目を迎えたときに、私にこういう話をしてくれました。稲の

ことをイネちゃんと呼んでいるのです。「先生、イネちゃんが大きくなって、すごくうれし

い。イネちゃんって生きてるんだなあって感じたんだ。だから、稲刈りのときにかわいそ

うだなって。生きてるイネちゃんを刈るのがかわいそうだなと思って、僕は稲刈りをした
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んだよJ、そんな子供たちでしたので一粒一粒のお米を非常に大切に扱い、大事にしました口

まさに命を感じ、大切に思う。命をはぐくむということでは、大きな成果を上げることが

できたので、はなし、かと思っています。

また、田んぼにはさまざまな生き物が集まってきます。タニシはイネちゃんにとっては

いいけれども、イネットムシという稲にとっての害虫もいます。でも、その虫にとっては

稲を食べなければ生きていけない。自分たちは稲を育てたし、から、害虫のイネットムシを

殺さなければならない。小さいながらも葛藤しながら稲を育ててきたわけなのですが、身

近な自然の中、自分たちの回りにたくさんの生き物がすんでいるということも、子供たち

は実体験を通して学ぶことができました。

昌平幼稚園の主な環境教育は自然との触れ合いなのですが、その自然との触れ合いを豊

かにしていくためには、やはり豊かな感性を培っていくことが重要ではなし、かということ

で、今回、造形芸術研究所の方のお力をかりで「水と私」という取り組み、プロジェクト

をさせていただきました。実際のところ、なかなか話し合う時間がもてなかったり、 3 歳

から 5歳の小さな子供たちですので授業形式では非常に難しい場面もありました。しかし、

体験を通して生活の中の水や自然物にとっての水と自分たちの水というものを、何げなく

感じていたものを子供たちが非常に意識して生活するようになったと思います口また、表

現方法にはさまざまな方法があるのだということを子供たちが実感し 絵をかくことが苦

手だ、った子も伸び、伸び、と自分なりの表現活動を楽しむようになったという点で、非常に効

果が上がったので、はなし、かと思っております。

ピオトープづくり、それから今回の感性画白感性を磨く活動を通してでも共通にいえる

ことなのですが、私たちが環境教育を実りあるものにしていくためには何が一番足りない

かというと、専門的な知識や技能という点です。小さな幼稚園としづ集団の中では限られ

た知識の集まりですので、どうしても限界が出てしまいます。今回、造形芸術研究所の皆

さん方に、中心になって指導していただいたことで、教員自身がいろいろな表現方法を学

ぶことができました。また、環境問題の意識もさらに高まり、どのように子供たち、それ

から保護者に啓発していけばいいのかということを学ぶことができたと思います。

なかなか幼稚園という枠の中で企業と連携していくというのは非常に難しいのですが、

ぜひ専門的な知識、それから技能、そういったものをこれからも提供していただけると、

幼稚園の環境教育も充実していくのではないかなと思っております。時間も押しているよ

うですので、また何かございましたらよろしくお願いします（拍手）。

0 コーディネーター ありがとうございました。

竹山さんからは昌平幼稚園の取り組みということで、子供たちが園の中でどうしづ環境

教育をされ、また今回の水の教育でどのように変わったかということをお話しいただきま

した。ありがとうございました。

それでは、山村さん、お願いしたいと思います。どうぞ。

0 山村 キリンビールの山村と申します。私はパワーポイントを用意してきております

のでお願いいたします。私は企業の立場でお話をすると同時に、 NPO の立場でお話をさ

せていただこうと思っています。きょうお話しするのは、企業と NPO との環境コミュニ
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ケーションの連携事例ということなのですけれども、まず最初にお話ししたいのは NPO

ができてきて、どういう機能をもってきているかというお話です。第 1部で西宮市の NPO

法人こども環境活動支援協会のご紹介をしていただきましたけれども、私たちが連携して

いるこども環境活動支援協会。長いので以降は LEAF といわせていただきますが、まずは

そちらの設立にかかわるお話と、今どんなことをやっているのかというお話をさせていた

だきます。

NPO 法人こども環境活動支援協会の設立

LEAF の事業内容

①地域に根ざしだ持続可能な社会に向けた
教育の調査研究事業

② 自然体験活動を推進するための支援事業

③会員企業・事業者と連携した
環境学習プログラムの開発と実施

④世界の子どもたちの環境活動交流事業

おいしさそ翼匝に

KIRIN この LEAF は、これまで行

政が、西宮市役所が地球ウオ

ッチングクラブという名前の

子供向けの環境学習活動を続

けていました。それは地域の

中で環境に配慮した人をどれ

だけふやしていけるか。環境

に配慮した行動がとれる人を

ふやしていけるかということ

を目的にしたときに、子供を

ターゲットに置いてやり始め

た事業です口これは今、環境省がこどもエコクラブという名前で全国に展開しているもの

のモデ、ルで、す。今でも LEAF からノウハウを渡して、全国に広めていってもらっていると

いう構造になります。その西宮市のこども環境活動支援協会が生まれる前の西宮市の事業

で、やっていたところが、ご存じと思いますが 95 年に阪神大震災がありまして、結局、人、

物、金が全部復興予算の方に回ってしまいます口事業を継続するためには行政から離して、

独自財源によって人材を確保してし、かないと事業が継続できないということになりまして、

この事業の運営母体を行政と一緒に民営化していった。

LEAF の事業内容 -KIRIN 

①地場に根ざした持続可能な社会に向けた教育の讃査研究事業

－環筑学習事業（2011 年地球ウオヲチンゲクラプ・にしのみや：EWC ）の
企画・運営及び『市民版ヱコアクションカードJの提案

エコヵ－： 日
一日｝

間 ？？きそ

私自身が当時は同じ西宮市

のところに住んで、西宮市民

だ、ったのですけれども、企業

のボランティア休業制度とい

う制度で、 2 年間、企業を休

んで、西宮市役所に通って、プ

ログラム作成から 100 人を

超えるボランティアのコーデ

ィネートをやって、民営化す

るためのお金集めをして、こ

の組織ができ上がったときに
笈幻7卑3周，•B

戻ってきて、今、いつの間に

かこういう仕事をしているという立場です。っくり上げる過程でもさまざまな主体がかか

わってつくっていったところですので、理事構成も企業ですとか、教育機関ですとか、い

ろいろなところが入って理事を構成しています。

4つの事業の大きな柱があるのですが、きょうはそのうちの 2つを主にお話しします。1
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つ目が、私も正式な名称、はペーパーをみないといえないのですが、地域に根差した持続可

能な社会に向けた教育の調査研究事業ということで、これは多分、小さくてみにくいと思

うのですけれども、左上の方にエコカードというのが映っていると思います。このエコカ

ードというのは西宮市の子供たち、公立の小学校 24,000 人と、プラス一部の私立の小学

生の全員に行っています口学校の先生が環境の授業をすると、学校の先生がスタンプを押

してくれます。例えば学校のそばにある文具屋さんでエコマークの商品を買うと、その文

具屋さんの方がまたスタンプを押してくれます。近くにある量販店に買ったトレイや牛乳

パックを洗ってもっていくと サービスカウンターで量販店の方からスタンプをもらえま

す。市役所のいろいろな見学機関ですとか企業の見学に行っても、環境見学をするとスタ

ンプがもらえますし、子供会ですとか、ボーイスカウト、ガールスカウトとか、いろいろ

な団体の中でも環境活動をすると同じスタンプがもらえます。ということで、これは子供

たちがいろいろなときに、自分たちのやりたいときに環境の取り組みをすると、周囲の大

LEAF の事業内容 詰詩人が共通のスタンプを押すと

③会員企業・事業者と連携した環境学習プ的・ラムの実施 いうことで、評価できる大人

・ ~~~~~~g~:c蒜j「ヱコ文具J「山の各分科会による のネットワークを築いている
ピン西宮お酒とピンの物務

衣『廠の一生j 住f住まいに生命を』 〈かー〉 というのが西宮市の特徴です。

食『食は生命の線き」 エコ文異つながれエコ文異・ヱコ又異からはじめよう

エネルギーくらしとエネルギー
〈メノ，、ー〉
刷アボ合フ 動＊＂電気高金

大llUlJ ・•ff回同工薫副ム
大栄？アーヒス’k ダ..，， 字ノ工銀輔.. ’Fし方・a・:ll 電量電気工R 輯
西宮市 9"'!0. ’圃松下電揖.預輯

< ll!M > 
西宮楕立亭奪 l哩’ll• ll＞（畢園者

、メノパー〉
コクヨ段気合性

＂主会 社ヲクラクレパス

地松田a店
輯ユア勺

〈実副2>
西宮市立潔津小雪~I臨空手保置・

こういうことをやってきた

ということと、もう 1つの大

きな特徴は企業との連携でい

ろいろな事業をやっていると

いうことです。西宮市の地球

ウオッチングクラブが始まっ

即恥一一一 s たのが 1992 年で、実はその

当時ぐらし、から始めているのですが、ここしばらくの形態はどういうことになっているか

というと、例えばここにありますように衣、食、住、エネルギー、ビンというようなテー

マごとに複数の企業。これでいうと三十数社あるのですけれども集まって、自分たちの事

業活動だ、ったら、どのように子供たちに伝えられるかというミーティングを繰り返して、

LEAF とキリンビールの連携事例
問、足主主戸匹

KIRIN 
環境コミュニケーション鼠行事業の開始
一方的な情報発信だけでなく、お客様とのコミュニヤーションを図るために、参加できる
「場（プラットフォーム） Jをつくり、参加型広織活動を積極的に行なうと同時に多
械な媒体による情領発信を行なう

(2004 年よりス，ートし‘ 2005 年l草、締戸工場の王手聞を通じた値しの企薗遭曾をNPO との連続で実Jg )

実際に学校に出前授業をする

というようなことをしていま

す。企業にとってみれば、あ

る企業は、これは社員教育で

最も有効的な、子供たちに教

えるということで自分たちが

学ぶということを、非常に評

価しているというようなとこ

ろでありますD

では、私たちキリンビール

はということでいいますと、

今のようなかかわり方とちょ

っと違うかかわり方をしたいということで、環境コミュニケーション。つまり、我々の仕
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事でいうと環境コミュニケーションを、特にお客様と直に接する場面で NPO と連携して

やっていきたいと考えました。それを、この NPO のそばにある神戸工場という場におい

LEAF とキリンビールの連携事例

訟行事業の穏婆（2005 年実施分）

おいしさ毎範囲に

KIRIN て、いろいろな主体と一緒に

環境コミュニケーションでよ

くあるのが、自分たちはこう

いうエコ商品を開発しました

というコマーシャルが多々流

れていると思うのですが、

我々食品企業はそういうエコ

商品が成り立ちにくいことも

あって、地域のことをみんな

でよく知って、地域をよくし

ていこうというコミュニケー

ションをとるようにしています。そのときに我々だけでするのではなくて、いろいろな主

体と連携をしてやるということで進めていく上で、さまざまな主体のつなぎ役になってい

るのが L E A  F という N p O であるということです。

これは 2005 年、 2006 年とやってきたものがどうかということでいいますと、アニメー

ションにしてしまったので、もう時間がないので全部動かしてからやりますけれども、こ

れまでいろいろな催しをやろうとしてやったものが、自前で全部やらなければならなかっ

たことから、特に NPO に絡んでもらったことで参加者の満足度が非常に高いということ

おいLさ~聖廟に

KIRIN 
銀鐘

II R 凪町 た 岡 田 昌 悼 同 様 取V理由碍 且ーー・

が 1 っと、我々企業がすべて

やらなくても済むようになり

ましたので、効率化して楽に

なれたということがあります。

例えば楽になれた事例でいう

と、特に大きな問題はいろい

ろな催しをしたときにどうや

って人を呼ぶかということで

す。参加者をちゃんとある程

度の人数を確保したいと思う

のですけれども、なかなか確

い ー叩……一一……ー叩 ’ 保できないa NPO が入った

ことで何をしたかというと、近隣の自治体のところにある子供会に話をして、この企業で、

こういう催しを、この人で、このようにやる。早い者順とかで、つまり、今は子供会単位

で1 年間の催し。例えばピオトープ見学会は、こことここの子供会が来ると決まっている

のです。ということで自分たちで人集めをしなくても、こういうことで、その場をうまく

使いたいという団体とつないでくれているというのがあります。

NPO との連携ということで考えますと、最近の企業の CSR ということでよくいわれる

ステークホルダーとのコミュニケーションo 地域をよく知って、いい地域づくりをしてい

こうという目的を共有化する企業と NPO がその事業に一緒に取り組むことによって、さ
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まざまなことを企業でも学ぶことができるということです。

私の発表は、冒頭、環境教育とは申し上げずに環境コミュニケーションと申し上げまし

たが、実はコミュニケーションの場がきちんと成り立っと、それが学びにつながるという

ことであるのではなし、かなと思っています。

というようなことなどで、後ろ向きにしてしまいました。本当はもうちょっと用意した

ものがあるのですが、時聞が来ましたのでーたん、この辺で終わりたいと思います。ご清

聴、ありがとうございました（拍手）。

。コーディネーター どうもありがとうございましたロ

キリンビールの LEAF という西宮市の NPO 法人との連携についてご説明がありました。

（パワーポイント）それでは、次に塩田さんよろしくお願いいたします。

0 塩田 大方のことは理事長の藤川がお話しさせていただきましたので、少しさくさく

と進めさせていただきたいなと思っています。

•NPO法人企業教育研究会とは

千葉県肉での連携

千葉県商工労働節
．贋係部．との連結慣盤
．企.との遠鏡

－綾街、J ウハウのll 供

・獲量量プログラム‘敏材の作成憶力
・捜.賓館

・t’S コーディネート
－侵.プログラム‘板材の作成
・銀.実践

·•鼠’E告・の作成
．企.の鯛箔
・予算の敏行

学綾
・擾集実峰、...
．鐸.公開
・地区での領告

15 名という形で少しずつ大きくなってきました。

まず、先ほどもありましたけれど

も、我々の企業教育研究会の全体像

なのですけれども 基本的にここに

企業がありまして 企業と学校を結

ぶために学生一一これは千葉大学教

育学部の学生なのですが、教育学部

の学生が中心となって企業と学校を

結んでし、く D そして、授業づくりを

行っていくというのが基本的な活動

内容ですD 設立が 2003 年。おかげ

さまでスタッフも常勤 5名、非常勤

千葉県内での連携の様子なのですけれども、真ん中に企業教育研究会、千葉大学とあり

・環境教育の考え方

正統的周辺参加論

t 
”” ”” ”” 教えられる

亡二二三＞

学び＝知識の注入

。実子共巴一一
例 I －－－~~－：・
iiii 
側4

）？ 。
環境教育での学びは、

知障の注入ではなく、

環境活動を行う実践

共同体への参加

学び＝実践共同体への参加

ます。ここと上にあります千葉県教

育委員会が連携をしまして、ちょっ

とこっち側が消えているのですけれ

ども、ここに市町村の教育委員会と

いうのですか口市町村レベルの教育

委員会が連携し、さらに商工労働部

の方と連携させていただいて、企業

側の窓口は商工労働部、そして学校

側の窓口が県の教育委員会と各市町

村の教育委員会。それと、大学と企

業教育研究会が一緒になって授業を

していくというような全体像です。

その前に、これも先ほど藤J11 から話がありましたけれども、企業教育研究会の環境教育
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の考え方ということで正統的周辺参加論。従来の学校教育ですと一一黒いのが子供たちな

のですけれども、担任ですとか、専門家から知識の注入を行ったわけなので、すが、そうで

はなくて環境教育では、学びというものは企業とか、学校とか、大学とか、教わるための

実践共同体に参加していくこと。環境教育でも、学習というのは知識の注入ではなくて、

参加が重要なのだというような考え方をもっています白

・環境教育の考え方

正統的周辺参加論にもとづく環境教育

大学生

＝生徒と実践共同体

をつなぐ構遣し

企業・行政・文学・市民の
環境活動を実際に観察

大学生のアドJfイスを
受けながら、活動に参加

参加した子どもだけでなく、
環境活動を行う実践共同体

がともに学ぶ

特に千代田区の九段中等教育学校

の例でいうと、ここに大学生という

のですか。実践共同体と子供たちを

つなぐ役割、先輩として役割を担っ

てくれた大学生というのは、非常に

有効な役割を担ってくれた。こうい

った活動をみながら参加した子供た

ちだけでなくて企業ですとか、学生

でも環境を学ぶ機会になったのでは

なし、かなと思っています。

さらに、先ほどもありましたけれ

ども、キャリア教育としての環境教育ということで、子供たちが実践共同体というものに

参加をすることで、企業の活動をみることで子供たちが今の生活だけではなくて、大人に

なってからの環境に考慮した生き方というものについてもみることができる。こういった

ところも 1つ重要な、環境教育としての考え方かなと，思っています。

・これまでの実践事例

京都市内小学校6年総合的な学習の時間

（協力：京セラ株式会社）

カリキュラム内容

1校時 消費電力量kを体感しよう ～自転車受電績を使って～

2校時 エネルギ－Ill 題と解決1：：：向けた取り組み・銀題につい知ろう
3綬時 ～太陽光費電を中心として～

4校時
太陽光司E池の車両しい活用アイデアを考えよう

5校時

6絞時 車両しい活用アイデアを努表しよう～京セラ但当者iこ提案しよう～

実際に具体的な事例なのですけれ

ども、まず先ほどありました九段中

等教育学校での授業ですとか、これ

は一昨年になりますが、京都の京セ

ラさんと太陽光電池について学ぼう

ということで、総合的な学習の時間

を使って授業をさせていただきまし

た。新しい太陽電池の活用アイデア

なんかを子供たちに発表させて、そ

れに対して企業の方がコメントを行

うというような授業を行いましたD

さらに教材なども我々の方で、つくっておりまして、関西電力さんと「みんなの家に電気が

届くまでj。これは実際に我々スタッフが取材に行きまして、山の中の発電所から変電所を

通って、みんなの家に電気がどうやって届いているのだろうというのをビデオ教材として

つくって、学校で、授業を行ったりしました。

こういった実践を通して、我々、取り組みの課題というものがみえてきたのですけれど

も、ここに図を示したのですが、基本的に企業と学校が直接連携するのは難しい。そこで

我々のような真ん中にある民間コーディネーター、第三者機関が重要になってくるのです

けれども、その中で、なかなか育ってし、かないという 2つの理由があるかなと私は考えてい

るのです。

. 70 ・

Hosei University Repository



第4 章 シンポジウム報告「CSR としての企業が行なう環境教育支援J

1 つは、民間コーディネーターの中には、教育について考えている人、教育についてよ

く知っている人が必要ではないか。学校って 3 月、 4 月ぐらいになると年間スケジュール

というのを立ててしまって、途中から企業の方が授業をやりたいのですけどといっても、

なかなか受け入れてもらえないとか、学校特有の文化というものがありますので、そうい

ったものに精通している人が民間コーディネーターの中にいる必要がある。さっきの

LEAF さんの話ですと、学校関係者というのが中にいろいろおりましたので、そういった

方がうまく機能していたのかなと思っています。

・取り組みの課題

~ 

告吟

大学・市民・彊燈附O など

主
昼間コーディネーター

{NPO ・文牢・｝

五
事監育委員会‘戸TA ‘自治体など

民間コーディネーターの育成が課題

あと 1点は、資金面が第三者あ

るいはコーディネーターにとって

は大きいのかなと思っています。

我々は企業から教育貢献、社会貢

献費としてお金をいただいたりで

すとか、国や県、行政からお金を

いただいたりしているのですけれ

ども、そういったものの資金的な

面がかなり大きいのかなと。こう

いったものになると、第三者機関

としてうまく活動することができ

ない。今後、教育的な面をどうするかというところと、資金的な面をどうするかというの

を制度的なものも含めて考えてし、かないと、こういった取り組みというのが長く続かない

のかなと考えています。その解決策については、このディスカッションの中で少し深めて

いければなと考えております。

以上です（拍手）。

0 コーディネーター ありがとうございました口

塩田さんから、コーディネーターとしての役割ですね。その重要性と、それから課題に

ついてご紹介いただきました。それでは梶野さんお原品、します。

0 梶野 私に与えられた課題に沿えば、行政による第三者機関のモデ、ルをどう提示する

かということと、環境教育をはじめとした行政による教育支援の役割とは何かというよう

なことについて、話をしたいと思っております。東京都教育委員会では、企業・大学・NPO

が協働して学校内外を通じた教育活動を支援する目的で、平成 17 年 8 月に地域教育推進

ネットワーク東京都協議会を設置しました。

東京都地域教育推進ネットワーク協議会の話をする前に、教育行政施策として、どのよう

な施策モデ、ルが求められているかということをまずはじめに説明したいと思います口

本日配布させていただいたレジュメにはポスト工業社会における学びの転換というよう

に書いてあります。工業化社会の学びというのは、囲い込み型というように書いてありま

すけれども、枠組みをはめ込んで、その中で社会に適用できる人材の育成をしていればよ

かった。工業化社会を進展させる教育システムづくりにおいて、日本は特にすぐれていた

というようにいわれております。しかし、成熟社会の状況を迎えていく中で、教育スタイ
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ルを変換していくことが大きな課題となっています。それをどう進めるかということが現

代日本の教育の大きな課題だと考えていますロ学校組織の変革ばかりに関心を寄せている

と、そのポスト工業化社会の学びに向けた改革というのが進まないのではなし、かというの

が我々のセクションの物の見方です。

では、新たな知識創造のプロジェクトとでもいうのでしょうか。そういったものを子供

たちの学びにどういう形で取り入れていくかと考えると、レジュメの 2枚目に書いてあり

ますように、多様な主体が子供たちの教育活動に参加、参画できる仕組みづくりを進めて

し、く必要があるだろう。この多様な主体というのは地域住民でありますし、企業や大学、

NPO といった専門的な知識をもった方々たちが、いかに子供たちの教育活動にかかわっ

ていただけるような仕組みをつくるか。それを通じて子供たちの主体的な学びといいます

か、学ぶ意欲をどう引き出せるかを考えていった施策モデ、ルを、我々としては考えていか

なければいけないだろうと思っておりますロ

そこで考えたのが、学校を中心として、地域住民や企業・大学・ NPO 等周辺領域にあ

るような方たちがもっ教育カを、し、かに学校教育に取り込むかというような施策のモデル

を考えてし、く必要があるだろうということです。ただし、なかなか行政というのは、皆さ

んからもよく批判を受けるように縦割りがかなりきつい組織です。部局横断的な施策の予

算化というのはしづらい状況なので、そういった施策が地域レベルにおいて有効に機能す

る仕組みをつくろうと考えて予算化したのが、 2 番目に紹介する地域教育プラットフォー

ム構想というものになります。

2 番目に移ります。地域教育プラットフォーム構想とは多様な社会資源の参加により、

いろいろな知識が共有されて新しい活動を生み出していきながら、そういった第三者機関

一一私どもでは中間支援組織という言い方をしているのですが、家庭教育の支援、学校教

育支援、学校外教育、地域における教育活動というものを新しい形で生み出していって、

学校、家庭、地域の連携、協働を生み出す仕組みをつくっていこうと考えています。

それとともに、これは地域レベルの取り組みで、それができるような仕組みをつくって

いこうというのが区市町村レベルの地域教育プラットフォームの考え方で、すo これは地域

住民が主体となって行うものです。それに加えて、企業・大学・ NPO 等とのネットワー

クを広げる東京都レベルのプラットフォームをつくることによって、地域のそうしづ活動

がさらに活性化していくような後押しをしていこうというのが、東京都で考えている地域

教育プラットフォーム構想の全体です。その核になるものが、多様な社会資源と学校をつ

なぎ、新しい教育活動を生み出していく教育支援コーディネーターとしヴ存在だと考えて

います。教育支援コーディネーターは教育インキュベート機能を発揮して新しい教育活動

を生み出していくことを、進めていこうとしています。

つぎに地域教育推進ネットワーク東京都協議会について説明します。そういった地域の

コーディネーターの方たちと連携しながら、もっと企業や大学、 NPO のもっている専門

的な知識というか 知恵を子供たちの教育に活用できるような仕組みをつくりたいという

思いで設置しました。現在 120 を超える団体の参画を得て、こういった組織をつくってい

ます。それぞれに課題の部会などを設置して幾つかのプロジェクトを展開しているのです

が、きょうの話の関連でいえば、学校教育支援部会、教育コーディネート部会が大きな役

割を果たしているということになります。
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ここで目指しているものは、東京ならではの取り組みをしていくということです。東京

の地域特性を生かすというようにレジュメに書いてありますが、企業、大学、 N p O とい

った豊富な知的な社会資源が多くあること、コーディネーターの資質を備えた地域住民が

多数存在していること、が東京とし、う都市が持っている魅力です。いろいろな企業や地域

での活動の経験をされてきた保護者の方たちが教育支援活動に参加することによって、さ

らに多様な教育活動の展開が期待できるということが東京のもつポテンシャルだ、と考えて

います。

それとともに、企業、 NPO の主体性を最大限に尊重するというようにレジュメに書い

てありますが、これはどういう意味かというと、企業が学校関係者の方に授業支援をした

いというようにいってくると、学校は「教育課程j としづ枠を理由に申し出を断るという

ことがよくあります。自由な発想で授業をつくるということ自体が難しいのです。学校は

カリキュラムは固定化していますし、年間行事も 1年前から決まっていますから、コーデ

ィネーターを介在させることによってそういう障壁を切り崩して、なるべく主体的に企業

のもっているポテンシャルみたいなものとか、知識というものを生かせるような仕組みを

つくろうと考えています。地域教育推進ネットワーク東京都協議会は、都教委と民間団体

でつくる組織です。その中で、の都教委の役割は教育活動の質をチェックするという役割が

あります。ある意味では質的な保証を学校に対して行うというのが教育機関の役割である

と言えます口

きょうの資料の中に「みんなの生涯学習j No.84 、85 というものをお入れしていますD そ

の中にどのような活動がされているかということで 我々の活動の一端をご紹介させてい

ただいております。ありがとうございました（拍手）。

0 コーディネーター ありがとうございました。

今、梶野さんから教育行政として、いわば教育の現場の外部の力が入っていくことの枠

組みをどうつくるか。プラットフォームと称しておりますが、それをどうつくるか。こう

いうご紹介がありました。

さて、 4 人のパネリストの方、私も含めてひとあたりご発言をいただきました。ご質問

のある方は、スタッフが回っておりますので、どうぞお出しをください。その時間を利用

して、私から一、二、投げかけをしたいと思います。

パネリストの皆さんの方で、これは言い足りなかったという点がありましたら少しご発

言をいただきたいと思いますが、よろしいですかD 大丈夫でしょうか

そうしましたら、一言ずつ、ご発言をお願いしたいと思いますが、竹山さん、幼稚園と

いう、いわば子供たちみんなが小さい中で自然に触れる稲づくり、それからピオトープと

いうこと。今回はさらに水というテーマで、環境教育をしていただきましたが、具体的にそ

ういうプログラムを持ち込むことによっての課題はどのようなものがありますでしょうか。

場合によっては、その意味というのはプラス面、課題というのはマイナス面、あるいは障

害ということになりますが、その点について簡単で結構です。ご紹介いただけますでしょ

うか。

0 竹山 先ほどもお話をしましたが、ピオトープを通してさまざまな生き物と触れ合う。
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その中で、子供たちが直接さまざまな生き物と触れ合う中で、体験した中で学んだことと

いうのでしょうか。命の大切さだけではなくて、それぞれかかわり合いながら生きている。

共生のあり様について体験を通して学んでいるということは、やはり非常に意義深かった

と思っております。

自然とのかかわりは季節を通して、タイミングよく私たち教員が受けとめながら、適切

に活動の中に組み込んでいくことが非常に難しいということを感じております。

ただ、本来、家庭や地域でさまざまな体験を通して心の豊かさや物とのかかわり方など

を学んできたものが無くなりつつあります。それを幼稚園の中で、補ってし、かなければなら

なくなったという課題があります。新たなカリキュラム編成を今まで、幼稚園教育で、培って

きたものの中に、環境教育という視点も合わせながら効果的に組み込んでいくかというこ

とが、これからの大きな課題だと思っております。

0 コーディネーター ありがとうございました。

次に山村さんはキリンビールで CSR のご活動をされています口ご質問の中にもあるの

ですが、会社の中でそうした対外的な CSR 活動の持ち出しを、恐らく会社の本務として

みると外部活動というように評価されがちで、そういう活動を外に広げていくことは制約

があるのではなし、かということです。それについて社内的にどのように説得をされたのか。

こういうご質問が来ておりますが、その点、いかがですか。

0 山村 多分今のご質問でいうと、例えば私がこの場に来ることというような場面と、

もとから全国に 11 ビール工場がありまして、 1年間に 100 万人ぐらいの方の見学を受け

入れていますので、その一環として、夏休みは親子向けの環境教室を企画しているとか、

もともとやっていることがありましたので、今申し上げたようなことが特別にプラスアル

ファが持ち出しになっているかというと、そうでもなくて、むしろこれまでやろうとして

きたことでなかなかうまくできなかったものが、うまくできるようになってきたというよ

うな観点で評価しているところです。

0 コーディネーター つまり、もう少し質問を深めますと、例えば企業が環境教育に参

画をする。つまり、学校教育などに参画をする。それはちょっと行き過ぎではないのとい

う勢力が社内的にあるのではないか。そういうものについて、どのようにご説明されたの

でしょうか。例えば、そのように間し、かけていかがでしょうか。

0 山村 確かに、内部の意見でもそこまでしなくてもというようなお話がありますが、

企業の CSR を考えたときに未来に対しての責任って、今現実にこの世界で、この時間に

生きている人間にはあるのだろうと思うのです口環境の場面ではよくいわれるみたいに、

よりよい環境を次の世代にどうやって引き継いでいくのかということは、企業であれ、個

人であれ、それなりの責任があるのではなし、かと思いますから、そういうことをまずは認

識した上で環境教育のところに別物としていくというよりも、むしろ先ほどから 1部、 2

部通しであったと思うのですが、事業活動そのものが子供たちの学びにもなるし、そのこ

とを伝えることが我々の学びにもなるということでいうと、そんなに本業から離れている
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話ではないのではなし、かなと思います口

。コーディネーター ありがとうございました。

塩田さんにお尋ねさせていただきますが、コーディネーターの役割で大事なことは、 1

つは、学校のことがよくわかっている人が必要。もう 1つは、資金面白この 2 つがかなり

重要なのではなし、かという話がありました。

確かに資金面が私も非常に大事だと思うし、フロアからもその質問が出ておりまして、

実際に学校側から資金提供を受けるということはなかなか難しいでしょう。そうすると、

今お話しの行政か、あるいは企業側だと思うのですが、その点、何といったらいいのか。

価格表ということですが、何か目安みたいなものがあるのでしょうか。

0 塩田 価格表というのは、なかなか難しいですけれども・・・・・。

さっき資金というお話をしたのですけれども、基本的に活動自体はいろいろあると思う

のです。例えば我々の事例でいいますと、相談が来る中でウェブ、教材をつくったり、ビデ

オ教材をつくったりとし寸場合にはそれなりのお金がかかる。ただ、最近多いのは、企業

としてはお金ではなくて人を派遣します。皆さんには一一私どもですけれども、プログラ

ムをつくってください。私どもでやることは人を派遣して授業もやります口ただ、プログ

ラムとか講師の教育というのですか。企業側の人が授業をする際の教育などを手伝ってく

ださいという場合には、我々は NPO ですので、それほど利益性というものは追求してお

りませんので、我々の事務局費ぐらいを出していただければいいということなので、例え

ば人的、人というものを資金として考えれば、それほど資金負担はないのかなと考えてい

ます。ただ、我々としては、事務局経費ぐらいをいただければ活動できるかなと考えてい

ます。

0 コーディネーター とはいえ、 5 人の常勤のスタッフがいらっしゃるとなると、なか

なか大変ですね。もちろん常勤というのもいろいろあると思いますが、それなりの規模が

必要だろうと思うのです。その点は何か工夫されているのでしょうか。

0 塩田 これはいただけるところからはいただいて、いただけないところからはいただ

かないというのが基本的なスタンスでして、我々の事例を出させていただくと、例えば今

読売新聞さんなんかは、環境教育とはちょっと違うのですけれども、教育支援部というの

を立ち上げられて、教育に対しでかなりお金と人とアイデアをつぎ込んで、熱心にやってい

らっしゃるD ことしですけれども、全国 30 ヵ所ぐらいで授業をされている。そういった

ところにはそれなりの規模を費やしてやる。ただ、お金がなかなか出せないのだけれども、

アイデアはあるとしづ企業からは事務経費ぐらいいただいて、一緒に授業をさせていただ

くというような形です。

0 コーディネーター ありがとうございました。

梶野さん、先ほどの資料のご説明でいくと、地域教育プラットフォームというのはまさ

に第三者機関といいますか、企業を含めた外部の力がそこに結集して、第三者的な役割と
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して、いわば学校に注入していくというか、そういうプラットフォームをつくる。これ、

非常にいい構想、だと思うのですが、現実に今かなり機能していて、そうした外部の企業な

り NPO が学校現場へ行く、行政として回転していると、そのように理解してよろしいで

しょうか。

0 梶野 そう理解していただいて結構ですD 地域教育プラットフォームを立ち上げるた

めの経費という形で、モデル的に 3 年間、杉並区、世田谷区、新宿区、小平市の 4 つの自

治体に東京都が予算措置しています。

いずれにしても、地域の中でいろいろな学校と地域、場合によっては企業を結びつける

優秀なコーディネーターの方たちがいらっしゃるという地区です。それ以外に自主的に都

の考え方などもうまく取り入れてくださったところで、最近でいうと北区の方でもそうい

うコーディネーターが活動を始めましたし、学校単位でいえば学校支援の NPO というこ

とで、三鷹市さんというところで、そういう動きが徐々にではありますが動き始めている。

これをいかに広げていくかというのが今の課題だと，思っています。

0 コーディネーター つまり、行政レベルでもそうしヴ枠組みを用意して、行政側の仕

組みでありますが、一応そういう補助金なりを出して、そういうプラットフォームを立ち

上げる。実際先行事例もいくつか出てきたというのが今の実態だということで理解いたし

ました。

さて、ご質問をフロアからたくさんいただいておりまして、困っております。今、時聞

が 5時8 分ぐらいですので、どんなに延長しでも 5 時 15 分ぐらいには終了したいなと思

っております。これでも 15 分の延長でございます。そこでご質問いただいた皆さんには

まことに申しわけないですが、私の方で取捨選択させていただきましていくつか、 3 つ、 4

つさせていただきたいと思し、ます。一一よろしいでしょうか口

まず 1つは、藤川先生はいらっしゃらなくなりましたか。藤川先生にご質問いただし、た

方は申しわけございません。

ごく簡単な質問なのですが、昌平幼稚園でのピオトープとか田んぽは区内にあるのでし

ょうか。それはどのぐらいの広さですかと、ごく簡単なご質問が来ております。

0 竹山 昌平幼稚園は、秋葉原の電気衡にあります。そのため、区から特別に学校活性

化支援事業ということで予算をいただきまして、小さな田んぼ、 4 メートル×3 メートル

ぐらいでしょうか。それから池も 2 メートル四方ぐらいの小さなものなのですが、つくっ

ております。東京農業大学の先生のお力をかりながらっくりました。

0 コーディネーター ありがとうございます。

さて、次のご質問に移ります。これは、むしろ先ほどの実践事例でお話しくださったお

二人の方がいし、かもしれませんが、子供たちに教育をしたときに一一あるいは竹山さんが

いいかもしれませんが、子供たちの後ろに親御さんがいらっしゃる。そうすると、環境教

育をしたときに、その後、子供たちから直接的な反応なりレスポンスがあると思うのです

が、親からそのことについてどんな反応があったでしょうか。こういう問いかけがありま
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したが、竹山先生、その点はどうですか。

0 竹山 実は子ども達だけではできないので、保護者や地域の方の協力を得ております。

そのため、お母様方や地域の方も非常に田んぼに対しての関心も高いですし、また子供も

ご飯を残さなくなったという話が出ましたね。お米を研いでいるときに一粒でも落とすと、

「お母さん、これはね」って逆に子どもからいわれて、私もはっとさせられましたという

話を聞いております白

。コーディネーター わかりました。

それでは、次のご質問に移らせていただきますが、親のことでいけば九段中等学校の事

例では、浜谷さん、いかがでしたか。

0 浜谷 特にございません。

。コーディネーター そうですか。本当は掘り起こしとしづ意味では、子供たちだけの

壁新聞に加えて、親からも何かレスポンスが聞けたらよかったかもしれませんね。わかり

ました、ありがとうございました。

もう 1 つ、これは本質的な質問なのですが、子供たちに教育をするのはいいのだけれど

も、まず大人に教育しなければいけない。つまり、実践共同体への参加というのが、先ほ

どの塩田さんの正統的周辺参加論でしたか、という考えがあります。つまり、実践をして

いる共同体があって、そこに子供たちが入ってくるのだD ところが、実践しているという

のは大人なり、企業なりがあるわけですよね。まず、そういう実践共同体をつくることは

どのようにしたらいいでしょうか。そういう趣旨でのご質問が来ているのですが、先ほど

の概念図からいくと、塩田さん、その点どう考えたらいいのでしょうか。

0 塩田 実践共同体は、どのようにつくればいし、かと。

0 コーディネーター どのようにとらえたらし功、かということでもしW 、かもしれません口

0 塩田 親というように少し焦点を絞ってお話しさせていただくと、確かに環境教育は

親に対して一一何でもそうなのですけれども、例えば今、キャリア教育とか食育という話

がありますが、子供より親が先なのではなし、かという話をよく聞くのです。

確かにそのとおりで、我々も親に対して何かやらなければいけないなとは思うのですけ

れども、先ほどの幼稚園の例のように、子供にまず何かを伝えていくことで、親が変わって

いくというところもあると思うのです。その辺を我々 N p O としては、まず子供から変え

ていって、それで大人を変えてし、く。なかなか背景としては、親が変わりにくいという面

もあるのですよね。親に何かを伝えたとしても、親がすぐ変わるということはないのです

けれども、子供に教育していくことによって、子供が親になったときに環境に対してよく

できる。いい行動ができるのではないかということを考えています。

親という考え方もあるのですけれども、まず子供から変えていって親に影響させてし、く。
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先ほどのお米を残さないというのはいい事例かなと思っているのです口そういった子供た

ちが、将来、実践共同体の中心を担っていければなと考えています。

。コーディネータ一 大人の社会、大人の集まりである企業がどう思っているかという

ことなのですが、これは浜谷さんか、山村さんか、どちらでもいいのですが、社内で社員

に対して環境研修なり環境教育をされているのだろうと思うのですD そういう点は、具体

的にどんなことをされていますか。山村さん、し、かがですか。

0 山村 私たちがやっているのは、通常の集合研修みたいなのをやっているのが 1っと、

もう 1つは、先ほど西宮の LEAF の事例をそのまま会社の中にもってきたみたいな話なの

ですが、ボランティア活動をするとマイレージでポイントがたまる仕組みがあります。

結局、そういうものをなぜしているかというと、これは私たちの会社が競合他社にシェ

アで破れて、そのときに社長が何といったかといいますと、私たちは競合に負けたのでは

ないD お客様の信頼をかち得られなかったから負けたのだ。だから、もう一回、ちゃんと

お客さん側を向いて我々は事業活動をしなければならないという宣言を出したのですが、

その宣言のときに、私たちのようなセクションがし、かにして事業所ですとか、社員を社会

に向けていくかということを考えて、今のようなマイレージ制度をつくったりして、結局、

企業の中でおO だとかで教育する部分はもちろんあるのですけれども、むしろ社会から教

えてもらうとしづ機会をどうやって意図的に、さりげなくつくるかということがとても大

事だと思います。

0 コーディネーター 今、まさにお答えいただいたことに関連して、実はそのお答えを

予期するかのような質問があったのです。つまり、 CSR を使命として取り組むのはわかる

けれども、メリットはどのように感じているのか。あるいは、会社として CSR に何を期

待しているのか。そういうご質問があったのですが、まさに今のようなお話ということな

のでしょうか。

0 山村 CSR を語るときに、私たちのようなアルコール飲料企業で、すと、例えば未成年

者飲酒防止ですとか、飲酒運転防止というテーマで、物事をみてしまいがちになるのですが、

実は社会の中にある自分たち企業のありょうを定めていくためにも、おかしくないよねと

いうことを常にフィードパックをやりながら、自分たちのバランスをとっていくことが必

要なのではなし、かなと思うのです。

そのときに必要なのは、むしろ先ほど申し上げたテーマというよりも、し、かにして社会

とコミュニケーションをちゃんととれるかということだと思いますので、企業が将来的に

も存続できるためには、今のような社会性をもたないと企業が存続できないということで

すから、短期的な考え方と長期的な考え方といろいろあると思いますが、決して企業にお

いてはデメリットではないし むしろそれをやらないと企業は残れないと思いますD

0 コーディネーター ありがとうございました。

まだまだご質問はたくさんいただいておりまして、これはちゃんと記録に残しますので、
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あわせて、この後、交流会がございますD 場合によっては交流会の場で、直接パネリストな

り報告者の皆さんも何人か残っていただけますので、お尋ねしていただくということで、

大変恐縮ですが、フロアからいただいたご質問についてはこのくらいにしてまとめさせて

いただきます。

さて、もう時聞がありませんけれども、最後に何かご発言等がございましたら、梶野さ

んから一言ずつ感想なりをいっていただいて、そして終わりにしたいとおもいます。よろ

しくお願いしますD

0 梶野 きょうはどうもありがとうございました。

新しい今日活動、つまりポスト工業化社会における学びを意識的にっくり出せるような

核となる人がそれなりに地域の中にいることを日々の仕事を通じて実感しています口この

動きをもっと都内全域に広げていけるようにがんばっていきたいと思います。

きょうは、どうもありがとうございました（拍手）。

0 コーディネーター ありがとうございました。

続いては、塩田さん、どうぞ。

0 塩田 最後に一言、お話しさせていただくのは、先ほど私、課題として教育の知識を

もっ人をどう取り込んでいくかという話をしたのですけれども、その 1 つの回答として、

私は 3つポイントがあるかなというように、ちょっと足早に申しますが、 1 つは、まず教

育委員会に話をしていくこと。そして 1 つは、我々のような教育学部をもっ大学にお話し

いただく。最後は、教員をリタイアされた方。定年退職ですとか、最近、非常に多くなっ

てきておりますので、そういった方をうまく巻き込んで、いくと、学校の中と企業とがうま

く連携した授業づくりができるのかなと考えています。ありがとうございました（拍手）。

0 コーディネーター ありがたいご指摘をありがとうございました。

それでは、山村さん、どうぞ。

0 山村 最後に、シートを出していたのでいわなかったことを簡単にいいますと、 NPO

を作ってきたところにかかわった、今も NPO の理事をしている立場でいうと、例えば企

業と学校現場をつなごうと思うと、企業のことをわかってくれる NPO で、あってもらいた

い。そうするのであれば、そのように企業のことをわかってもらう NPO を一緒に企業が

育てればいいのではなし、かと思います。でき上がったものに後から入るよりは、でき上が

る過程に入った方が、よほど企業にとってはメリットがあると思いますし、それから、そ

のことを地域の仕組みとしてやっていこうというようなことになってくると、これは行政

のかかわりが欠かせないだろうと思います。梶野さんのようなお考えでもって行政が半ば

仕組みをつくりながら、いろいろな主体がうまくかかわれるようなものがあれば、企業も

非常にかかわりやすいなと思います（拍手）。

。コーディネーター ありがとうございました。

. 79 ・

Hosei University Repository



第4 章 シンポジウム報告「CSR としての企業が行なう環境教育支援j

それでは、竹山さん、最後になります。

0 竹山 心豊かで、自然の仕組みゃ現象を自分なりに調べたりできるような子供を育成

するためには、本当に自然科学から社会科学まで幅広い分野に及ぶと思います。幼稚園単

独ではできないことも、企業、住民、行政、学校、カを合わせて取り組んでいくことで実

現していけると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。どうもありがとうござ

います（拍手）。

0 コーディネーター ありがとうございました。

さて、最後に一言だけ申し上げて、このパネル討論を閉じたいと思いますD 千代田学の

3 年間は、千代田区というフィールドを生かしながらし、かに環境問題を掘り下げて、そし

てより豊富なものにしていくか。こういう課題を取り上げました。とりわけ教育というこ

とをテーマに、地域の中で、多様な資源を使って、し、かに環境教育を豊富なものにしていく

か。こういうことの作業に携わってまいりました。 3 年間を振り返ってみると、随分大き

な成果が出たように思いますし、他方でやり残したこともあるかと思います口

きょうの討論の中で、私、非常に印象に残ったことは第三者機関の役割とあり方です。

地域、その地域の中には、例えばさまざまな住民や企業、あるいは学校、そして行政があ

ります。そこを結ぶ第三者機関の重要性が改めて確認できたなと思います。今回の環境教

育のことでいえば、環境問題の専門性をどうやってわかりすく翻訳をし、教育の場にもっ

ていくのか。例えば企業が地域に開くとすれば、その地域の開かれた企業の活動に対して、

どうやって今度は地域の中に入っていくのか。そこをつなぐ NPO が両方に必要である。

こういう第三者機関の重要性を改めて確認できたし、しかし、そこのところをもう少し課

題なり、あるいは問題点といったことを整理してみないといけないかなと思いました。

まだ課題が残っておりますけれども、パネルデ、イスカッションというのはいくつかの課

題を確認することが討論の目的の 1つでもありますので、課題は課題として受けとめなが

ら、またさらにこれを発展させていけたらなと思います。

本日は司会の不手際もありまして、予定の時間を 20 分ほど超過してしまいました。最

後までご参加いただきましたフロアの皆さん、本当にありがとうございました。これでパ

ネル討論を終わりますロどうもありがとうございました（拍手）。

0 司会者 ありがとうございました。

最後に、本日のシンポジウムの締めくくりといたしまして、 3 年間にわたり千代田学を

支え続けていただきました千代田区を代表いたしまして、千代田区環境土木課の山崎芳明

様より閉会のあいさつをいただきたいと思いますロ
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第 6節ご挨拶

千代田区環境土木部山崎芳明部長

皆さん、こんにちは。只今、ご紹介いただきました千代田区役所環境土木部長の山崎と

申します。どうぞよろしくお願いいたします口

本日は環境教育にかかわる企業の CSR 活動についてのシンポジウムということでお招き

いただきまして まことにありがとうございます。法政大学地域研究センターさんにおか

れましては、区内企業の CSR 活動の実態調査や、その中で特に企業の環境教育支援につい

て実証実験を含め、研究を進められてきました。本目、その研究成果が発表され、企業が

行う環境教育について基調講演や、事例報告のほか地域特性を含めまして、さまざまな視

点から意見が交わされたということにつきまして大変意義深いことと認識しでございます。

取り組み事例でのご報告にもありましたように、よりよい地域環境を築いていくには、

地域社会の構成員でございます企業や大学生の方々が参加していくということが不可欠と

いうようになります。今後、企業の皆様方が環境対策ですとか、あるし、は CSR 活動に取り

組んでいく上で、大変参考になったのではなし、かと思います。

ところで、今回の調査研究が千代田学のプロジェクトで行われたということでございま

すが、そもそも千代田学というのはどういうことかについてちょっとお話ししたいと思い

ます。

区内には、ご案内のとおり多数の特色ある大学がございまして、各大学は近年実践的な

教育や、あるいは社会貢献、地域貢献に力を入れてございます。一方、本区では、住み、

働き、学び、集う人々とともにまちづくりを進めていくということを基本としておりまし

て、中でも大学等に対しましては、本区のまちづくりの大きな力として期待しているとこ

ろでございます。

こういった状況を踏まえまして、平成 15 年に千代田区と区内にございます 11 大学との

間で、都心の魅力にあふれ、文化と伝統が息づくまち千代田の実現を目指し、相互に連携

協力するということでの基本協定を締結いたしました。その後、平成 16 年に千代田区に関

するさまざまな事象を 1 つの学問として学ぶこと。これを千代田学と呼んでいるわけで、ご

ざいますけれども、この千代田学の確立と、それから千代田学が区政の進展に寄与すると

いうことを目的といたしまして、区内大学等が自ら行し、ます千代田学に関する調査研究事

業に対しまして、その経費の一部を区が負担するという事業提案制度を設けたわけでござ

います。これまで 3 年間、行いましたけれども、 9 つの大学、 24 のテーマについて実施さ

れてまいりました。法政大学さんにつきましては、制度発足の年から本年度までの 3 年間

にわたる調査研究ということで、毎年度、審査の上、助成をさせていただいたという次第

でございます口今後も区内大学等におかれましては、千代田区にかかわるさまざまなテー

マの調査研究事業につきまして、この千代田学の事業提案制度を活用いただきたいと思っ

てございます。

最後に、本日は環境が 1 つのテーマとなってございますので、本区における環境の取り
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組みについて簡単にご紹介と、それからお願いをさせていただきたいと思います。

現在、本区では地球温暖化対策の取り組みということで、ことしの秋を目途に本区の地

域特性を踏まえた地域推進計画の策定。それから、その計画の実効性を高めるということ

で、関連条例の制定について今検討しているところでございます。計画に当たりましては、

各方面のご意見をいただくということで懇談会を設置しておりますが、その座長には、先

ほどパネルデ、イスカッションのコーディネーターをされた田中充先生にお願いしていると

ころでございます。

一方、環境問題は、こういった計画に基づく事業の規制ですとか誘導。これも大事なの

ですけれども、そのほかに個人や企業等の皆さんが、自ら環境に配慮した行動をとってい

ただくということも欠かすことができないわけでございます口その仕組みの 1つに、これ

はご案内のとおり現在、 18014001 とし、うのがあるわけでございますけれども、経費の面や、

あるいは煩雑な手続等で大きな企業でないとなかなか取り組みにくいという問題がござい

ます。

そこで千代田区では、もっと簡単に環境配慮、行動に取り組んで、いただくようにというこ

とで、千代田区独自の環境マネジメントシステム。これはC E S と呼んでございますけれ

ども、その構築を現在進めております。 CES は、中小企業を対象としたクラス皿、それか

ら個人商店等を対象とするクラス H 、そして区民のみならず本区の特性でございます昼間

人口 85 万人を含めた個人を対象とするクラス 1で構成しでございます。個人を対象とした

クラス I の仕組みにつきましては、こちらも現在、法政大学の学生の皆さんと協働して取

り組んでいるというところであります。 CES につきましては来年度スタートというように

予定しでございますので、本日お集まりの皆様もぜひ参加し、ただきたいなと思ってござい

ます口

また、 CES を運営していくための事務局でございますけれども、当面は千代田区、それ

から法政大学の CES ゼミが当たっていきますが、いずれは区民や企業の皆さんにも参加し

ていただきまして、第三者機関ということでつくりたいと d思ってございます。企業の皆様

にとりましては、これも CSR 活動の一環につながるのではなし、かと思ってございますので、

よろしくお願いしたいと思います。

いずれにいたしましても、環境問題は地球規模で考え、行動は足元からといわれており

ますように、お集まりの皆様には本日のシンポジウムを通じてともに歩み始めていただく

ことをご期待申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。どうもありがとうござ

いました（拍手）。

0 司会者 山崎様ありがとうございました口

これをもちまして、千代田学シンポジウム［CSR 活動としての企業の環境教育支援j を終

わらせていただきます。
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